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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの静止画像信号に基づく画像を表示するアルバムモードとテレビ放送を視聴す
るテレビモードとを有するテレビ受像機、及びプリンタが接続可能な画像蓄積装置であっ
て、
　デジタル静止画像データを記憶する記憶部と、
　前記記憶したデジタル静止画像データに基づく静止画像信号を上記テレビ受像機に出力
する画像出力部と、
　前記テレビ受像機からプリント指令が入力されるプリント指令入力部と、
　入力されたプリント指令に応じて、前記記憶されたデジタル静止画像データに基づく画
像をプリントさせるプリント実行指令を前記プリンタに出力するプリント実行指令出力部
と、
　前記プリント実行指令出力部がプリント実行指令を出力したとき、前記テレビ受像機を
前記テレビモードとする制御信号を出力する制御部と
を有することを特徴とする画像蓄積装置。
【請求項２】
　外部からの静止画像信号に基づく画像を表示するアルバムモードとテレビ放送を視聴す
るテレビモードとを有するテレビ受像機、及びプリンタが接続可能な画像蓄積装置であっ
て、
　デジタル静止画像データを記憶する記憶部と、
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　前記記憶したデジタル静止画像データに基づく静止画像信号を前記テレビ受像機に出力
する画像出力部と、
　前記テレビ受像機から、前記記憶されたデジタル静止画像データに基づく画像中のプリ
ントさせる画像を指定する画像指定信号を受ける制御部と、
　前記指定された画像をプリントさせるプリント実行指令を前記プリンタに出力するプリ
ント実行指令出力部とを備え、
　前記プリント実行指令出力部がプリント実行指令を出力したとき、前記テレビ受像機を
前記テレビモードとする制御信号を出力することを特徴とする画像蓄積装置。
【請求項３】
　請求項２の画像蓄積装置において、
　前記制御部は、前記テレビ受像機から前記指定された画像を取り消す画像取消信号をさ
らに受けることを特徴とする画像蓄積装置。
【請求項４】
　請求項２の画像蓄積装置において、
　前記制御部は、前記テレビ受像機から前記プリントさせる画像の指定を可能とする信号
をさらに受けることを特徴とする画像蓄積装置。
【請求項５】
　請求項４の画像蓄積装置において、
　前記画像の指定を可能とする信号は、前記テレビ受像機が前記アルバムモードとされた
ときに出力される信号であることを特徴とする画像蓄積装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はデジタル静止画像データを蓄積しテレビ受像機を用いてその画像を鑑賞するシス
テムに関するもので、特に前記画像をプリントするシステム及びそれを構成する装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ＣＣＤ(Charge Coupled Device)撮像素子を用いたデジタルカメラにより被写体を撮影し
デジタル静止画像データ（以下、画像データ或いは単に画像と言うことがある。）として
メモリカードやフロッピーディスクなどの記録媒体に記録保存することが行われている。
これら記録媒体は撮影した画像データを保存できる数に限度がある。従って、一般にはこ
れら可搬性の記録媒体から大容量の記憶容量を有するパーソナルコンピュータに画像デー
タを転送して保存し、パーソナルコンピュータのキーボードやマウスなどの入力装置によ
り記憶された画像データを検索操作しモニタ画面に表示し鑑賞する、いわゆる画像ファイ
リング装置（システム）や電子アルバム装置が普及している。これらに関する従来技術と
して、特開昭６２－２９５１７８号公報、特開平７－２８２０７７号公報、特開平７－１
８２３６６号公報、特開平１１－３２２８５号公報などがあげられる。また、家庭内で保
管される多量の画像情報の整理検索を容易に行える電子アルバムシステムとして、例えば
特開昭６３－１４２９６３号公報や特開平７－８７４３２号公報がある。
【０００３】
しかしながら、最近、もっと気軽に、一般家庭で用いられているテレビ受像機を用いて撮
影した画像を手軽に保存整理し、見たいときに即座に鑑賞し、プリントを得たいという要
求が益々強くなってきている。
ごく手軽な撮影画像の鑑賞方法の１つとして、撮影した画像データが入ったデジタルカメ
ラを直接テレビ受像機のＡＶ端子に接続して撮影した画像をテレビ受像機の画面に表示さ
せて思い出を楽しむことが行われている。
【０００４】
更に、専用の電子アルバム装置として、デジタルカメラの記録媒体から撮影した画像デー
タを大容量の記憶媒体を有する記憶装置、例えば光磁気ディスク装置などに転送して画像
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データを蓄積しておき、その中の任意の画像データを加工して銀塩写真のアルバムのよう
に編集したり、接続されたプリンタでプリントすることができる装置がある。このような
装置として、例えばオリンパス製CAMEDIA VS100MOやキャノン製PHOTO STATION　PA-200な
どが知られている。これらの装置は、いずれも一般家庭で用いられているテレビ受像機の
ＡＶ端子にコード接続し、装置専用のリモコンにより鑑賞や編集したい画像を選択し、必
要に応じて編集し、プリントする静止画像鑑賞・編集装置である。
【０００５】
一方、画像の書き込み／読み出しが可能なメモリ機能を備えたテレビ受像機が増えている
。この従来技術の代表例として、特開平１０－２４８０３８号公報があげられる。本公報
では地上波テレビジョンやビデオテープ、スチルカメラなどの静止画や動画などをテレビ
の画像メモリに記憶し、リモコン操作により読み出し表示することが可能なテレビ受像機
を開示している。
【０００６】
更に、テレビの画像メモリに映像信号を変換し記憶した画像データをテレビリモコンの指
令操作によってテレビに内蔵のプリンタでプリントすると共に、プリント中の表示をテレ
ビ画面上に行うテレビが特開平９－１２１３１３号公報に開示されている。
また、リモコンを用いてテレビ受像機を介してＡＶ機器を制御する従来技術として、例え
ば特開昭６２－２１３７９号公報、特開平９－１２０６６６号公報などがある。特開平９
－１２０６６６号公報は、テレビ受像機とIEEE1394規格に準拠したシリアルバスにて接続
した複数のＡＶ機器を、テレビ受像機をＡＶコントロールセンターとして用いてコントロ
ールしようとするものである。さらにテレビ受像機の画面には、接続されたＡＶ機器のメ
ディアコンテンツメニューを表示し選択操作できるようにしている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来のファイリング装置（システム）や電子アルバム装置の使い勝手
は、ごく一般的な家庭のユーザーを十分に満足させるものではなかった。例えば、特開平
７－８７４３２号公報では、デジタルカメラから撮影した画像をパーソナルコンピュータ
の記憶装置に転送・蓄積する操作や蓄積した画像を鑑賞、プリントするためのキーボード
操作などが必要であり、これら機器に不慣れな子供や主婦、高齢者などが扱うには非常に
煩わしいという問題があった。
【０００８】
また、テレビ受像機のＡＶ端子と接続して撮影画像を鑑賞して楽しむ従来の静止画像鑑賞
・編集装置は、テレビ受像機のリモコンのほかに静止画像鑑賞・編集装置専用のリモコン
を使用しなければならないという問題がある。さらに、いつでも任意の時に容易にテレビ
放送画像に切り替えて表示することができず、その都度接続ケーブルを取り外すことが必
要であり、非常に煩雑な作業が必要となるという問題がある。画像のプリントには比較的
長い時間がかかるのでプリント出力している間、テレビ放送を視聴することができないと
いうことも問題である。
【０００９】
さらに、従来技術の特開平１０－２４８０３８号公報ではテレビ受像機に内蔵された画像
メモリをリモコンにより記録／再生操作でき、アルバム編集が可能であるのみであり、従
来のテレビ受像機のメモリ容量を大容量に置き換えたものであり、この方法ではユーザー
が満足する画像鑑賞操作は困難である。
また、従来技術の特開平９－１２１３１３号公報は、現にテレビ放送中又はＴＶＲから入
力中の映像を対象としたもので、デジタルカメラで撮影した大量の静止画像には使用でき
ず、更にテレビに比べ短寿命な構成部品を含むプリンタが一体として内蔵されているので
装置全体としての寿命が短くなるという問題もある。
【００１０】
本発明の目的は、デジタルカメラにて撮影した画像を家庭用のテレビ受像機を用いて、銀
塩写真アルバムを鑑賞すると同様の容易さで検索、プリントできる画像鑑賞システムを提
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供することにある。
さらに、画像のプリント作成とテレビ放送の視聴を共にしたい場合、テレビ放送の視聴を
最大限可能とする画像鑑賞システムを提供することにある。
【００１１】
　上記目的を実現させる本発明は、外部からの静止画像信号に基づく画像を表示するアル
バムモードとテレビ放送を視聴するテレビモードとを有するテレビ受像機、及びプリンタ
が接続可能な画像蓄積装置であって、デジタル静止画像データを記憶する記憶部と、前記
記憶したデジタル静止画像データに基づく静止画像信号を上記テレビ受像機に出力する画
像出力部と、前記テレビ受像機からプリント指令が入力されるプリント指令入力部と、入
力されたプリント指令に応じて、前記記憶されたデジタル静止画像データに基づく画像を
プリントさせるプリント実行指令を前記プリンタに出力するプリント実行指令出力部と、
前記プリント実行指令出力部がプリント実行指令を出力したとき、前記テレビ受像機を前
記テレビモードとする制御信号を出力する制御部とを有することを特徴とする画像蓄積装
置である。
【００１２】
　または、外部からの静止画像信号に基づく画像を表示するアルバムモードとテレビ放送
を視聴するテレビモードとを有するテレビ受像機、及びプリンタが接続可能な画像蓄積装
置であって、デジタル静止画像データを記憶する記憶部と、前記記憶したデジタル静止画
像データに基づく静止画像信号を前記テレビ受像機に出力する画像出力部と、前記テレビ
受像機から、前記記憶されたデジタル静止画像データに基づく画像中のプリントさせる画
像を指定する画像指定信号を受ける制御部と、前記指定された画像をプリントさせるプリ
ント実行指令を前記プリンタに出力するプリント実行指令出力部とを備え、前記プリント
実行指令出力部がプリント実行指令を出力したとき、前記テレビ受像機を前記テレビモー
ドとする制御信号を出力することを特徴とする画像蓄積装置である。
【００１３】
この場合、前記制御部は、前記テレビ受像機から、指定した画像を取り消す画像取消信号
、前記画像の指定を可能とする信号をさらに受けるようにしても良い。
前記画像の選択を可能とする信号は、前記テレビ受像機が前記アルバムモードとされたと
きに出力される信号とすることができる。
【００１４】
　前記制御部は、前記プリント実行指令出力部がプリント実行指令を出力したとき、前記
テレビ受像機を前記テレビモードとする制御信号を出力するようにすることができる。上
記画像蓄積装置は、簡略な操作でテレビモードの時間を最大限とすることができる。
【００２７】
プリンタと画像蓄積装置の設置スペースが小さく、一方が故障した場合にはそちらだけを
修理・交換可能である。
上記に述べたプリント指令入力部、プリント実行指令出力部、制御部、画像取消部、信号
出力部、プリント条件設定部等は、以下に詳説する実施の形態の例においてはＣＰＵ等で
構成された画像蓄積装置の制御部として構成されている。勿論、各部を個別に設けても良
いし、各部をグループ分けして各グループ毎に制御部を設けても良い。さらに、各機能を
果たすように設計された電気回路とすることもできる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態１～５について説明する。
（実施の形態１）
（１） システム構成
図１及び図２は実施の形態１のシステム外観斜視図及びシステム構成図である。
【００２９】
実施の形態１におけるテレビ受像機は、チューナーなどからなるテレビ受像機本体１とプ
ラズマディスプレイなどからなるテレビ表示部２は別体で、ケーブル１ａを介して接続さ
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れており、テレビ受像機本体１からテレビ表示部２に画像及び音声信号が送られる。テレ
ビ受像機本体１の操作はテレビリモコン３によって行なわれる。テレビ受像機本体１とテ
レビ表示部２には、それぞれケーブル１ｂ、２ａを介して商用電源が供給される。
【００３０】
画像蓄積装置４はテレビ受像機本体１に二本のケーブルで接続されており、ケーブル４ａ
を介してテレビ受像機本体１から画像蓄積装置４に制御信号が送られると共に、ケーブル
４ｂを介して画像蓄積装置４からテレビ受像機本体１のＡＶ入力に画像信号および音声信
号が送られる。画像蓄積装置４はハードディスクなどの大容量メモリを持ち、大量のデジ
タル画像を管理データと共に記憶する。なお、画像蓄積装置４には、ケーブル４ｃを介し
て商用電源が供給され、プリンタ９がケーブルで接続されている。
【００３１】
テレビリモコン３は、テレビモードではテレビ受像機本体の通常テレビ機能を制御する。
テレビリモコン３において後述のアルバムモードボタンが操作されると、アルバムモード
となり、テレビリモコン３の操作に応答してテレビ受像機本体１は画像蓄積装置４を制御
し、テレビリモコン３の操作に応じた画像信号がテレビ受像機本体１に送られてテレビ表
示部２に表示される。
【００３２】
ステーション５はデジタルスチルカメラ（以下デジタルカメラ）６のための収納部を持ち
、収納部には給電端子５ｆと信号端子５ｄが設けられていて、これらの端子はデジタルカ
メラ６をステーションの収納部に収納することにより、対応するデジタルカメラの端子と
接続される。ステーション５は、ケーブル５ａを介して商用電源から電力が供給されるＡ
Ｃアダプタ５ｅを持ち、その出力が給電端子５ｆにつながっている。ステーション５のIE
EE1394コネクタ５ｃはケーブル５ｂを介してそのまま画像蓄積装置４に直結している。こ
のようにステーション５は、デジタルカメラ収納部、信号端子５ｄ、IEEE1394コネクタ５
ｃおよび給電端子５ｆとＡＣアダプタ５ｅを持つ簡単な構成であり、デジタルカメラ６に
合った専用のものが用意されている。これに対して、画像蓄積装置４は汎用であり、ケー
ブル５ｂ接続用のコネクタ形状を規格化することにより、個々のデジタルカメラに合った
ステーションにつなぎ換えて使用できる。
【００３３】
デジタルカメラ６がステーション５に収納されると、まずデータ転送が自動的に起動され
、ケーブル５ｂを介して画像蓄積装置４にデジタルカメラ内の全てのデジタル画像信号が
自動転送される。自動転送がエラーなしに完了したことが確認されると、デジタルカメラ
内のメモリ内容は全て自動消去される。このときメモリのエンプティを示すＬＥＤ５ｋが
点灯する。データ転送が完了すると充電が自動的に起動され、完了と共に自動停止する。
このとき充電完了を示すＬＥＤ５ｍが点灯する。従って、デジタルカメラ６をステーショ
ン５に収納したまま放置すれば、データ転送及び充電が完了し、デジタルカメラ６をステ
ーション５から取り外したとき即座に使用可能となる。デジタルカメラ６の取り外しの際
にはＬＥＤ５ｋとＬＥＤ５ｍを確認する。なお、デジタルカメラの放置により自然放電が
あった時は、自動的に充電動作が繰り返される。
【００３４】
図２は本発明の実施の形態１のシステム構成図あり、ケーブル１ａはテレビ受像機本体１
のＡＶコネクタ１ｃおよびテレビ表示部２のＡＶコネクタ２ｂ間を接続する。通常のテレ
ビモードにおいて、テレビ受像機本体１はチューナーを含むＴＶ回路１ｄからの信号をＡ
Ｖ出力制御部１ｅを介してＡＶコネクタ1ｃに送っている。受信部１ｆはテレビリモコン
３の送信部３ａからの赤外信号を受け、受信内容はデコーダ１ｇを介してＣＰＵ１ｈに伝
達される。テレビモードにおいてはテレビリモコン３の操作に応じてＴＶ回路１ｄが制御
され、チャンネルや音量の変更などが行われる。
【００３５】
テレビリモコン３によりモード変更の操作が行われ、デコーダ１ｇからの信号に基づいて
ＣＰＵ１ｈがテレビモードからアルバムモードへの変更を検出すると、ＡＶ出力制御部１
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ｅはＴＶ回路１ｄからの信号に換えて、ＡＶコネクタ１ｉからの信号をＡＶコネクタ１ｃ
に送るようになる。さらに、アルバムモードになると、デコーダ１ｇからの信号に基づい
てＣＰＵ１はIEEE1394コネクタ１ｊからIEEE1394規格によるケーブル４ａを介して画像蓄
積装置４のIEEE1394コネクタ４ｄに制御信号を送る。このようにして、テレビリモコン３
の操作による画像蓄積装置４の制御が可能となる。例えば、テレビリモコン３によって画
像の送りを指示すると、受信部１ｆ、デコーダ１ｇ、ＣＰＵ１ｈ、IEEE1394コネクタ１ｊ
、ケーブル４ａ、IEEE1394コネクタ４ｄのルートで画像送りの制御信号が画像蓄積装置４
に送られる。これによって、IEEE1394コネクタ４ｄに接続されているＣＰＵ４ｅは画像送
り信号であることを検知し、ハードディスクなどからなる記憶部４ｆから次の画像を読み
出して、ＮＴＳＣ(National Television System Committee)変換回路４ｇを介しＡＶコネ
クタ４ｈからケーブル４ｂを通してＡＶコネクタ１ｉに読み出した次画像の信号を送る。
【００３６】
IEEE1394規格によるケーブル５ｂは、画像蓄積装置４のIEEE1394コネクタ４ｉとステーシ
ョン５のIEEE1394コネクタ５ｃとの間に接続されている。IEEE1394コネクタ５ｃから信号
端子５ｄの間はステーション５内で直結になっている。信号端子５ｄはIEEE1394規格によ
るが端子形状はデジタルカメラ６専用の形状となっている。商用電源５ａに接続されてい
るＡＣアダプタ５ｅの出力は充電端子５ｆに接続されている。信号端子５ｄと充電端子５
ｆは１つの接続コネクタ内にまとめられている。デジタルカメラ６の信号端子６ａと充電
端子６ｃもこれに対応して１つの接続コネクタ内にまとめられている。デジタルカメラ６
をステーションに収納すると、デジタルカメラ６の信号端子６ａがステーションの信号端
子５ｄと接触すると共に、デジタルカメラ６充電池６ｂに接続されている充電端子６ｃが
ステーション５の充電端子５ｆと接触する。これによって、デジタルカメラ６の画像信号
が信号端子６ａ、信号端子５ｄ、IEEE1394コネクタ５ｃ、ケーブル５ｂ、IEEE1394コネク
タ４ｉを通じて画像蓄積装置４のＣＰＵ４ｅに吸い上げられると共に、充電池６ｂに対し
てＡＣアダプタ５ｅから充電が行われる。
実施の形態１のテレビ受像機は、テレビ受像機本体１とテレビ表示部２とを別体に構成し
たものを説明した。しかし、テレビ受像機として、テレビ受像機本体とテレビ表示部とを
一体に構成してもよい。
【００３７】
なお、上記の例では、画像蓄積装置４からテレビ受像機本体１へ、画像蓄積装置４内のＮ
ＴＳＣ変換回路４ｇで変換されたテレビ信号をＡＶコネクタを介して送信した。
しかし、テレビ受像機本体１に設けられたIEEE1394コネクタ１ｊを介してテレビ信号に変
換していないデジタル信号を受信し、テレビ受像機本体１のＴＶ回路１ｄによりテレビ信
号に変換してもよい。
【００３８】
また、テレビ表示部２のＡＶコネクタに、画像蓄積装置４からの信号をテレビ受像機本体
１を介さずに直接送信することも可能である。
更に、テレビ表示部２には、不図示であるがIEEE1394インターフェース、IEEE1394コネク
タを備えている。デジタル信号をIEEE1394コネクタを介して送信してもよい。
（２）各構成及び機能
次に本発明のシステムを構成する画像蓄積装置、ステーション及びデジタルカメラの各構
成及び機能について説明をする。
【００３９】
図３は、実施の形態１の画像蓄積装置４の構成を示すブロック図である。
本実施の形態１の画像蓄積装置４は、以下に説明する装置により構成される。
ＣＰＵ４ｅは、画像蓄積装置４内の装置を制御し、デジタルカメラ６内のＣＰＵ６ｈと連
携して、後述する図６、図７、図８のフローを処理する。また、ＣＰＵ４ｅにはＲＯＭが
搭載されており、画像等のデータが記憶されている。
【００４０】
カードスロット４ｓは、デジタルカメラ６に装着されるカードメモリ（コンパクトフラッ
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シュ、スマートメディア、メモリースティック等）から画像または音声信号を読み取る装
置である。　なお、コンパクトフラッシュは米国San Disk社、スマートメディアは（株）
東芝、メモリスティックはソニー（株）のそれぞれ商品名である。
【００４１】
カードドライバ４ｐは、ＣＰＵ４ｅからの指令によりカードスロット４ｓを駆動する装置
である。
記憶部４ｆは、画像または音声信号を大量に保存する不揮発性の大容量ハードディスクで
ある。また、ＣＰＵ４ｅで処理されるプログラムも記憶している。
記憶部ドライバ４ｎは、ＣＰＵ４ｅからの指令により記憶部４ｆを駆動する装置である。
【００４２】
ＭＰＥＧ(Moving Picture Expert Group)デコーダ４ｋは、ＭＰＥＧ方式で圧縮記録され
た動画像データを伸長し再生するための装置である。
ＪＰＥＧ(Joint Photograpfic Expert Group)デコーダ４ｔは、ＪＰＥＧ方式で圧縮記録
された静止画像データを伸長し再生するための装置である。
フレームメモリ４ｍは、画像又は音声信号を一時的に記憶しておく揮発性の半導体メモリ
である。フレームメモリ４ｍは、デジタルカメラ６からの画像又は音声信号のファイル転
送時に使用される他に、テレビ受像機本体１、プリンタ９への画像出力時にも使用される
。
【００４３】
スイッチ回路４ｑは、画像蓄積装置４に設けられたスイッチが操作されたことを検出しＣ
ＰＵ４ｅに伝達する回路である。
電源回路４ｒは、不図示の商用電源と接続され、画像蓄積装置４内の各装置に電力を供給
する装置である。
IEEE1394インターフェース４ｊは、制御信号、画像または音声信号等をテレビ受像機本体
１、デジタルカメラ６（ステーション５）、プリンタ９に搭載されたIEEE1394インターフ
ェースと送受信するための装置である。また、テレビリモコン３からの信号を受信し、Ｃ
ＰＵ４ｅに伝達する。
【００４４】
IEEE1394コネクタ４ｉ，４ｄは、テレビ受像機本体１、デジタルカメラ６（ステーション
５）、プリンタ９に搭載されたIEEE1394インターフェース間を結ぶケーブルを接続するた
めのコネクタである。
ＮＴＳＣ変換回路４ｇは、デジタル的画像信号をＮＴＳＣ方式のテレビ信号に変換する装
置である。これにより、上記IEEE1394インターフェースを搭載しないテレビであっても画
像を再生することができる。
【００４５】
ＡＶコネクタ４ｈは、ＮＴＳＣ変換器４ｇで変換されたテレビ信号を外部に出力するため
のコネクタである。
図４は、実施の形態１のステーション５の構成を示すブロック図である。
実施の形態１のステーション５について図４を用いて説明する。
ＡＣアダプタ５ｅは、不図示の商用電源と接続され、装着されるデジタルカメラ６に電力
を供給するための電源装置である。また、デジタルカメラ６に装着された充電池６ｂの充
電にも用いられる。
【００４６】
ＤＳＣ接続コネクタ５ｊは、デジタルカメラ６に設けられたＤＳＣ接続コネクタ６ｎと接
続するコネクタであり、図２の信号端子５ｄと充電端子５ｆに対応している。ＤＳＣ接続
コネクタ５ｊは、ＡＣアダプタ５ｅ、IEEE1394インターフェース５ｃと電気的に接続され
ている。このＤＳＣ接続コネクタ５ｊを介して、デジタルカメラ６に電力を供給したり、
信号の授受をする。信号端子５ｄは、IEEE1394規格に準拠した信号の授受を行うための端
子である。このＤＳＣ接続コネクタ５ｊは、デジタルカメラ６と接続するために設けられ
た専用形状で構成されたコネクタである。なお、図２では言及しなかったがＤＳＣ接続コ
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ネクタ５ｊは、ＡＶコネクタ５ｇとも電気的に接続する端子も備えている。
【００４７】
ＡＶコネクタ５ｇは、デジタルカメラ６内でＮＴＳＣ変換されたテレビ信号を外部に出力
するためのコネクタである。実施の形態では説明していないが、このＡＶコネクタ５ｇと
他の機器のＡＶコネクタとを接続することで、IEEEインターフェースを備えていない機器
でもデジタルカメラ６内で変換されたテレビ信号を鑑賞することができる。
【００４８】
IEEE1394コネクタ５ｃは、画像蓄積装置４に搭載されたIEEE1394インターフェース間を結
ぶケーブル５ｂを接続するためのコネクタである。実施の形態では、IEEE1394コネクタ５
ｃを画像蓄積装置４のIEEE1394コネクタ４ｉと接続した場合についてのみ説明しているが
、テレビ受像機本体１、プリンタ９がデジタルカメラ６内の画像、音声ファイルを取り扱
える場合には、画像蓄積装置４を介さずにテレビ受像機本体１、プリンタ９に搭載された
IEEE1394インターフェースと接続して、画像、音声ファイルを再生、印刷することができ
る。
【００４９】
ＬＥＤ５ｉは、メモリ用ＬＥＤ５ｋと充電用ＬＥＤ５ｍとを有する。ＬＥＤ５ｉは、その
点灯状態により、デジタルカメラ６内に装着されたカードメモリと充電池５ｂの状態を使
用者に知らしめる。
ＬＥＤドライバ５ｈは、デジタルカメラ６のＣＰＵ６ｈまたは画像蓄積装置４のＣＰＵ４
ｅからの指令によりＬＥＤ５ｉの点灯制御を行う。
【００５０】
図５は、デジタルカメラ６の構成を示すブロック図である。
実施の形態１のデジタルカメラ６について図５を用いて説明する。また、ここでは撮影、
画像処理の説明を省略しているが当然、撮影レンズ、撮像素子、画像処理回路等は備えて
いる。
ＣＰＵ６ｈは、デジタルカメラ６内の各装置を制御し、画像蓄積装置４内のＣＰＵ４ｅと
連携して後述の図２６に示すフローを処理する。
【００５１】
スイッチ回路６ｆは、デジタルカメラ６に設けられたレリーズボタン６ｒ、コマンドダイ
ヤル６ｓ等が操作されることを検出してＣＰＵ６ｈに伝達する回路である。
IEEE1394インターフェース６ｅは、制御信号、画像または音声信号等をテレビ受像機本体
１、画像蓄積装置４、プリンタ９に搭載されたIEEE1394インターフェースと送受信するた
めの装置である。
【００５２】
IEEE1394コネクタ６ｄは、IEEE1394インタフェースを備えた他の機器と信号の授受を行う
ためのコネクタである。実施の形態では説明していないが、ステーション５を介さずに画
像蓄積装置４と信号の授受を行うときに使用される。また、テレビ受像機本体１、プリン
タ９がデジタルカメラ６内の画像、音声ファイルを取り扱える場合には、画像蓄積装置４
を介さずにテレビ受像機本体１、プリンタ９に搭載されたIEEE1394インターフェースと接
続して、画像、音声ファイルを再生、印刷することができる。
【００５３】
ＡＶコネクタ６ｍは、ＮＴＳＣ変換されたテレビ信号を外部に出力するためのコネクタで
ある。実施の形態１では説明していないが、このＡＶコネクタ６ｍと他の機器のＡＶコネ
クタとを接続することで、IEEEインターフェースを備えていない機器でもデジタルカメラ
６内で変換されたテレビ信号を鑑賞することができる。
【００５４】
ＤＳＣ接続コネクタ６ｎは、ステーション５に設けられたＤＳＣ接続コネクタ５ｊと接続
するコネクタである。ＤＳＣ接続コネクタ６ｎを介して、電力の供給を受けたり、信号の
授受をする。ＤＳＣ接続コネクタ６ｎは、ＤＳＣ接続コネクタ５ｊと同様に、信号端子、
充電端子、ＡＶ端子を備える。信号端子での信号の授受は、IEEE1394規格に準拠した信号
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で行われる。このＤＳＣ接続コネクタ６ｎは、ステーション５と接続するために設けられ
た専用形状で構成されたコネクタである。
【００５５】
充電池６ｂは、デジタルカメラ６内の各装置を駆動するため電力を供給する電池である。
充電池６ｂは、ステーション５内のＡＣアダプタ５ｅから供給された電力により充電を行
う。
カードスロット６ｉは、装着されたカードメモリ（コンパクトフラッシュ、スマートメデ
ィア、メモリースティック等）に画像または音声信号を記録し、また読み取る装置である
。
【００５６】
カードドライバ６ｊは、ＣＰＵ６ｈからの指令によりカードスロット６ｉを駆動する装置
である。
また、画像蓄積装置４、デジタルカメラ６は電源がＯＦＦの状態でも、IEEE1394インター
フェースを介して外部から入力された信号により電源をＯＮすることが可能である。
（ａ）充電；画像吸い上げフロー
図６、図７に画像蓄積装置４内のＣＰＵ４ｅで実行されるフローチャートを示す。
【００５７】
図６に示すフローは、画像蓄積装置４によりステーション５にデジタルカメラ６が接続さ
れたことを検出することによりスタートする。
画像蓄積装置４には常に待機状態でいるため微少電流が流れており、IEEE1394コネクタ４
ｉ、ケーブル５ｂ、IEEE1394コネクタ５ｃを介してステーション５と通信可能状態にある
。ステーション５にデジタルカメラ６が接続されたことが検出できる。
【００５８】
ステップＳ１５１では、デジタルカメラ６からの画像及び音声信号の受信に必要な機能を
起動する。具体的には、メイン電源をＯＮし、画像及び音声信号を記録する記憶部４ｆの
駆動、受信プログラムの起動等を行う。
ステップＳ１５２では、ケーブル５ａを介してステーション５内のＡＣアダプタ５ｅを駆
動させ、デジタルカメラ６に電力を供給するとともに、デジタルカメラ６のメイン電源を
ＯＮする。当然、接続前からデジタルカメラ６のメイン電源がＯＮしていた場合には、メ
イン電源のＯＮ状態を継続させる。
【００５９】
ステップＳ１５３では、デジタルカメラ６内に、画像蓄積装置４で取り扱える（再生でき
る）画像及び音声信号のファイルが存在するか否かを検出する。存在する場合にはステッ
プＳ１５４進み、存在しない場合には図７のステップＳ１６１に進む。ここで、画像蓄積
装置４は、ＪＰＥＧファイル、ＭＰＥＧファイル、ＧＩＦファイル、ビットマップファイ
ル、フラッシュピックスファイル等の標準化された画像ファイル、ＷＡＶＥファイル等の
音声ファイルは予め取り扱うことができるように設定されている。デジタルカメラには、
各メーカーが独自に開発した形式で記録した画像ファイルが存在する場合がある。こうし
た独自形式の画像ファイルは専用のソフトウェアが無いと取り扱うことができない。また
、デジタルカメラに装着されるカードメモリは、デジタルカメラ以外の機器でも使用でき
るため、文書ファイル等、画像、音声ファイル以外のファイルが存在する可能性もある。
画像蓄積装置４で取り扱えないファイルは、受信しても再生することができないので受信
しない。
【００６０】
しかし、画像蓄積装置４の扱えないファイルは、専用のソフトウェアを画像蓄積装置４に
セットアップ（インストール）することにより取り扱えるようになる。セットアップした
ことにより取り扱い可能となったファイルは、セットアップ後から自動的に受信すること
になる。
なお、デジタルカメラ６がカードメモリの着脱可能な場合にカードメモリを備えていない
場合には当然ファイルが存在しないと判断される。カードメモリを備えていない場合は、
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デジタルカメラ６のＬＣＤ６ｑに、カードメモリが存在しないことを使用者に伝える警告
表示を行わせるようにデジタルカメラ６を制御する。また、取り扱えないファイルが存在
する場合には、デジタルカメラ６のＬＣＤ６ｑに、取り扱えないファイルが存在すること
を使用者に伝える警告表示を行わせるようにデジタルカメラ６を制御する。
【００６１】
ステップＳ１５４では、記憶部４ｆの共通フォルダに日付等の名前を付したフォルダを作
成する。例えは、フォルダ名は、「990401-990402」と受信する画像及び音声信号ファイ
ルの最初に記録されたファイルの日時と最後に記録されたファイルの日時を表すようにす
る。日付情報は画像及び音声信号ファイルのヘッダ部に記録されている日付情報を使用す
る。共通フォルダは、記憶部４ｆ内に予め作成されているフォルダで、デジタルカメラ６
からファイルが転送されるフォルダである。また、画像蓄積装置４には共用フォルダの中
に、「家族」「お父さん」「お母さん」「太郎」と名付けられたフォルダが予め作成され
ている。
【００６２】
ステップＳ１５５では、ステーション５のメモリ用ＬＥＤ５ｋを点滅させ、ファイルの転
送中であることを使用者に知らしめる。
ステップＳ１５６では、デジタルカメラ６から撮影、録音順に画像及び音声信号ファイル
を受信し、記憶部４ｆの「990401-990402」フォルダに記録する。本ステップの信号受信
制御については図８を用いて詳述する。
【００６３】
ステップＳ１５７では、デジタルカメラ６のＬＣＤ６ｑに図１１に示すような表示を行い
、どのフォルダに保存するか問い合わせる。ここでは、共用フォルダの中に作られている
フォルダを選択可能に表示している。フォルダを選択する方法は、コマンドダイヤル６ｓ
を回転することでフォルダを選択し、レリーズボタン６ｒを押すことで選択されたフォル
ダが指示される。
【００６４】
ステップＳ１５８では、フォルダが指示されたか否かを検出し、検出された場合にはステ
ップＳ１６０に進み、検出されない場合にはステップＳ１５９に進む。
ステップＳ１５９では、フォルダの問い合わせを始めてから所定時間が経過したかを検出
する。所定時間経過していればステップＳ１６１に進み、所定時間経過していなければス
テップＳ１５７に戻り、フォルダの問い合わせを継続する。
【００６５】
ステップＳ１６０では、共用フォルダの中のフォルダ「990401-990402」ごとフォルダ構
造を崩すことなく指定されたフォルダに移動する。
ステップＳ１６１では、デジタルカメラ６に装着されたカードメモリが空であるか否かを
検出する。空である場合はステップＳ１６２に進み、空でない場合にはステップＳ１６３
に進む。
【００６６】
ステップＳ１６２では、ステーション５のメモリ用ＬＥＤ５ｋを点灯させ、デジタルカメ
ラ６に装着されたカードメモリが空であることを使用者に知らしめる。
ステップＳ１６３では、ステーション５のメモリ用ＬＥＤ５ｋを消灯させ、デジタルカメ
ラ６に装着されたカードメモリが空でないことを使用者に知らしめる。
【００６７】
ステップＳ１６４では、デジタルカメラ６のメイン電源をＯＦＦさせる。接続前からデジ
タルカメラ６のメイン電源がＯＮしていた場合でも、本ステップでデジタルカメラ６のメ
イン電源をＯＦＦさせる。
ステップＳ１６５では、デジタルカメラ６内に充電池６ｂが装着されているか否かを検出
する。充電池６ｂが装着されている場合にはステップＳ１６６に進み、充電池６ｂでない
、または装着されていない場合にはステップＳ１７０に進む。
【００６８】
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ステップＳ１６６では、デジタルカメラ６の充電池６ｂの充電を開始する。
ステップＳ１６７では、ステーション５の充電用ＬＥＤ５ｍを点滅させ、充電池６ｂが充
電中であることを使用者に知らしめる。
ステップＳ１６８では、充電が完了したか否かを検出する。完了していればステップＳ１
６９に進み、完了していなければステップＳ１６６に戻り、充電を継続する。
【００６９】
ステップＳ１６９では、ステーション５の充電用ＬＥＤ５ｍを点灯させ、充電池６ｂが充
電完了したことを使用者に知らしめる。
ステップＳ１７０では、ステーション５に対して電力供給を終了する。
ステップＳ１７１では、画像蓄積装置４のメイン電源をＯＦＦし、本フローを終了する。
（ｂ）信号受信
図８～図１０を用いて図６におけるステップＳ１５６の信号受信制御について説明する。
【００７０】
ステップＳ１０１では、デジタルカメラ６とステーション５との接続状態が解除された場
合に処理される接続解除割り込み処理の割り込みを可能にする。接続解除割り込み処理は
図９を用いて説明する。
ステップＳ１０２では、デジタルカメラ６により転送中止が指示されたか否かを検出する
。デジタルカメラ６のレリーズボタンが操作されることにより転送中止が指示される。転
送中止が指示された場合には図９のステップＳ１１０に進み、指示されていなければステ
ップＳ１０３に進む。
【００７１】
ステップＳ１０３では、デジタルカメラ６の未転送ファイルが記録されているフォルダ（
階層）構造を検出する。未転送ファイルがフォルダ構造を有している場合はステップＳ１
０４に進み、フォルダ構造を有していない場合はステップＳ１０６に進む。
ステップＳ１０４では、ステップＳ１０３で検出されたフォルダが画像蓄積装置４内に既
に存在しているか検出する。存在していればステップＳ１０６に進み、存在していなけれ
ばステップＳ１０５に進む。
【００７２】
ステップＳ１０５では、図６のステップＳ１５４で作成されたフォルダ「990401-990402
」内に、更にフォルダを作成する。
ステップＳ１０６では、デジタルカメラ６に未転送ファイルを転送するよう指示し、を図
６のステップＳ１５４、ステップＳ１０５で作成されたフォルダ内に記録する。
【００７３】
これによりデジタルカメラ６内にフォルダ構造で記録されていた場合には、記録されてい
たフォルダ構造を崩すことなく画像蓄積装置４に記録でき、整理しやすい。
更にステップＳ１０６では、デジタルカメラ６のＬＣＤ６ｑを使用して転送中であること
を表示するようデジタルカメラ６に指示する。
【００７４】
ステップＳ１０７では、デジタルカメラ６から画像蓄積装置４にファイルの記録が完了し
たか否かを検出する。完了していればステップＳ１０８に進み、完了していなければステ
ップＳ１０６で転送を継続する。
ステップＳ１０８では、デジタルカメラ６内のファイルのヘッダ部に転送済みであること
を示す情報を付加するようデジタルカメラ６に指示する。図１０のステップＳ１２１、ス
テップＳ１２２で、この付加された情報に基づいてファイルが消去される。そしてステッ
プＳ１０９に進む。
【００７５】
ステップＳ１０９では、デジタルカメラ６内に、更に画像蓄積装置４で取り扱うことがで
きる未転送ファイルが存在するか否かを検出する。未転送ファイルが存在する場合にはス
テップＳ１０２に戻り、未転送ファイルが存在しない場合にはステップＳ１１６に進む。
前述したステップＳ１０２で転送中止の指示を検出した場合、ステップＳ１１０で、デジ
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タルカメラ６のＬＣＤ６ｑに図１１に示すように転送済みのファイルも含めて全ての転送
を中止するか使用者に質問する。
【００７６】
ステップＳ１１１では、ステップＳ１１０の質問に対して「Ｎｏ」が指示されたか否かを
検出する。「Ｎｏ」が指示された場合にはステップＳ１１６に進む。また、「Ｎｏ」が指
示されていない場合はステップＳ１１２に進む。ここで、使用者により「Ｎｏ」が指示さ
れた場合には転送済みのファイルは転送したままでよいと判断される。
【００７７】
ステップＳ１１２では、ステップＳ１１０の質問に対して「Ｙｅｓ」が指示されたか否か
を検出する。「Ｙｅｓ」が指示された場合にはステップＳ１１４に進み、「Ｙｅｓ」が指
示されていない場合はステップＳ１１３に進む。ここで、使用者により「Ｙｅｓ」が指示
された場合には、充電をするためにステーション５に装着したものと判断される。「Ｙｅ
ｓ」か「Ｎｏ」を指示する方法は、コマンドダイヤル６ｓを回転することにより「Ｙｅｓ
」または「Ｎｏ」を選択し、レリーズボタン６ｒを押すことにより選択されたほうが指示
される。
【００７８】
ステップＳ１１４では、今回転送したファイルとフォルダ、更に「990401-990402」フォ
ルダを画像蓄積装置４内の記憶部４ｆから削除する。
ステップＳ１１５では、デジタルカメラ６内のファイルのヘッダ部に付加された転送済み
情報を解除するようデジタルカメラ６に指示する。
ステップＳ１１３では、転送中止指示がなされてから所定時間が経過したか否かを検出す
る。所定時間経過していなければステップＳ１１０に戻り、指示を待つ。所定時間経過し
た場合には、ステップＳ１０２の転送中止指示により充電のみをするためにステーション
５に装着されたものと見なしステップＳ１１４に進む。
【００７９】
ステップＳ１１６では、プロテクトされたファイルを転送したか否かを検出する。プロテ
クトされたファイルを転送している場合はステップＳ１１７に進み、プロテクトされたフ
ァイルを転送していない場合はステップＳ１２２に進む。プロテクトとは、カードメモリ
に記録されたファイルを誤消去してしまわないようにファイル管理するようデジタルカメ
ラ６に備えられた機能である。通常、プロテクトを解除しない限りそのファイルは消去す
ることはできない。
【００８０】
ステップＳ１１７では、図１１に示すようにプロテクトされたファイルを消去するかＬＣ
Ｄ６ｑに表示する。
ステップＳ１１８では、ステップＳ５１７の質問に対して「Ｎｏ」が指示されたか否かを
検出する。「Ｎｏ」が指示されたことを検出した場合はステップＳ１２２に進む。また、
「Ｎｏ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ１１９に進む。
【００８１】
ステップＳ１１９では、ステップＳ１１７の質問に対して「Ｙｅｓ」が指示されたか否か
を検出する。「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出した場合はステップＳ１２１に進む。ま
た、「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ１２０に進む。
ステップＳ１２０では、プロテクトされたファイルを消去するかＬＣＤ６ｑに表示し始め
てから所定時間が経過したか否かを検出する。所定時間経過していなければステップＳ１
１７に戻り、指示を待つ。また、所定時間経過していればステップＳ１２１に進む。ここ
では特に指示されない場合には、カードメモリの空き容量を増やすために、プロテクトさ
れたファイルを削除するようにした。
【００８２】
ステップＳ１２１では、ステップＳ１０８でファイルのヘッダ部に付加された転送済み情
報を検索して、デジタルカメラ６から転送が完了しているファイルを削除する。
ステップＳ１２２では、ステップＳ１０８でファイルのヘッダ部に付加された転送済み情
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報とプロテクト情報を検索して、デジタルカメラ６から転送が完了しているファイルのう
ちプロテクトされていないファイルのみを削除する。
【００８３】
ステップＳ１２３では、接続解除割り込み処理の割り込みを不可にし、本フローを終了す
る。
（ｃ）途中取り外し
図９を使用して接続解除割り込み処理を説明する。本フローは、割り込みが可能である状
態において、ステーション５とデジタルカメラ６との接続が解除されることによりスター
トする。
【００８４】
ステップＳ１８１では、デジタルカメラ６の表示部を使用して接続されていないことを警
告し、使用者に接続することを促す。
ステップＳ１８２では、ファイルの転送途中に接続解除があり、記憶部４ｆ内に転送が完
了していないファイルが存在するか否かを検出する。存在する場合にはステップＳ１８３
に進み、存在しない場合にはステップＳ１８４に進む。
【００８５】
ステップＳ１８３では、記憶部４ｆ内の転送完了していないファイルを削除する。
ステップＳ１８４では、デジタルカメラ６とステーション５が接続されたか否かを検出す
る。接続されたことが検出された場合にはステップＳ１８７に進み、検出されない場合に
はステップＳ１８５に進み。
【００８６】
ステップＳ１８７では、再度接続されたデジタルカメラが前回接続されていたデジタルカ
メラ６であるか判別する。同じデジタルカメラ６であった場合には図８のステップＳ１０
９に進む。これにより、既に作成されたフォルダに転送を可能にする。異なるデジタルカ
メラであった場合には図６のステップＳ１５２に進む。
【００８７】
ステップＳ１８５では、接続が解除されてからの経過時間が所定時間を越えたか否かを検
出する。経過時間が所定時間を越えた場合にはステップＳ１８６に進み、越えていない場
合にはステップＳ１８４に戻る。
ステップＳ１８６では、画像蓄積装置４の電源をＯＦＦして本フローを終了する。
【００８８】
実施形態１では、全てのファイルの転送が終了した後に、正常に転送したファイルに対応
するデジタルカメラ６内のファイルを一括して消去するよう構成した。しかし、それだけ
に限らず、１つのファイルの転送が終了した時点で対応するファイルを個別に消去するよ
うにしてもよい。なお、実施形態１のデジタルカメラでは、転送が終了したファイルを実
際に消去する例を説明したが、ファイルの上書き可能なデジタルカメラではファイルのヘ
ッダ部に消去可能情報を付加するのみで実際に消去しなくてよい。
【００８９】
また、本実施の形態１では、画像蓄積装置４によりデジタルカメラ６の装着を検出したが
、テレビ受像機本体１により検出するようにしてもよい。
また、本実施の形態のフローチャートの制御は、画像蓄積装置４内のＣＰＵ４ｅにより実
行させたがテレビ受像機本体１内のＣＰＵ１ｈにて実行してもよい。（ｄ）デジタルカメ
ラ６内ＣＰＵ６ｈでの処理
また、図８に示したフローチャートはデジタルカメラ６内のＣＰＵ６ｈにより実行させて
もよい。以下にデジタルカメラ６内のＣＰＵ６ｈにより実行する実施の形態を図１３を用
いて説明する。
【００９０】
ステップＳ５０１では、デジタルカメラ６とステーション５との接続状態が解除された場
合に処理される接続解除割り込み処理の割り込みを可能にする。接続解除割り込み処理は
図１２を用いて説明する。
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ステップＳ５０２では、デジタルカメラ６のレリーズボタンが操作され転送中止が指示さ
れたか否かを検出する。転送中止が指示された場合にはステップＳ５１０に進み、指示さ
れていなければステップＳ５０３に進む。
【００９１】
ステップＳ５０３では、未転送ファイルが記録されているフォルダ（階層）構造を検出す
る。未転送ファイルがフォルダ構造を有している場合はステップＳ５０４に進み、フォル
ダ構造を有していない場合はステップＳ５０６に進む。
ステップＳ５０４では、ステップＳ５０３で検出されたフォルダが画像蓄積装置４内に既
に存在しているか検出する。存在していればステップＳ５０６に進み、存在していなけれ
ばステップＳ５０５に進む。
【００９２】
ステップＳ５０５では、画像蓄積装置４の記憶部４ｆに図６のステップＳ１５４で作成さ
れたフォルダ「990401-990402」内に、更にフォルダを作成するように画像蓄積装置４に
指令する。
ステップＳ５０６では、未転送ファイルを画像蓄積装置４に転送し図６のステップＳ１５
４、ステップＳ５０５で作成されたフォルダ内に記録するよう指示する。
【００９３】
これによりデジタルカメラ６内にフォルダ構造で記録されていた場合には、記録されてい
たフォルダ構造を崩すことなく画像蓄積装置４に記録されるため整理しやすい。
更にステップＳ５０６では、ＬＣＤ６ｑに転送中であることを表示する。
ステップＳ５０７では、画像蓄積装置４に転送したファイルの記録が完了したか否かを検
出する。完了していればステップＳ５０８に進み、完了していなければステップＳ５０６
で転送を継続する。画像蓄積装置４は、転送されたファイルが記憶部４ｆへの記録が完了
したときに完了信号を送信するようになっている。
【００９４】
ステップＳ５０８では、デジタルカメラ６内のファイルのヘッダ部に転送済みであること
を示す情報を付加する。図１５に示すステップＳ５２１、ステップＳ５２２で、この付加
された情報に基づいてファイルが消去される。そしてステップＳ５０９に進む。
ステップＳ５０９では、デジタルカメラ６内に、更に画像蓄積装置４で取り扱うことがで
きる未転送ファイルが存在するか否かを検出する。未転送ファイルが存在する場合にはス
テップＳ５０２に戻り、未転送ファイルが存在しない場合にはステップＳ５１６に進む。
【００９５】
ステップＳ５１０では、デジタルカメラ６のＬＣＤ６ｑに図１１に示すように転送済みの
ファイルも含めて全ての転送を中止するか使用者に質問する。
ステップＳ５１１では、ステップＳ５１０の質問に対して「Ｎｏ」が指示されたか否かを
検出する。「Ｎｏ」が指示されたことを検出した場合にはステップＳ５１６に進む。また
、「Ｎｏ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ５１２に進む。ここで、使用
者により「Ｎｏ」を指示された場合には転送済みのファイルは転送したままでよいと判断
される。
【００９６】
ステップＳ５１２では、ステップＳ５１０の質問に対して「Ｙｅｓ」が指示されたか否か
を検出する。「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出した場合にはステップＳ５１４に進み、
「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ５１３に進む。ここで、使用
者により「Ｙｅｓ」を指示された場合には、充電をするためにステーション５に装着した
ものと判断される。
【００９７】
ステップＳ５１４では、今回転送したファイルとフォルダ、更に「990401-990402」フォ
ルダを画像蓄積装置４内の記憶部４ｆから削除するよう画像蓄積装置４に指示する。
ステップＳ５１５では、デジタルカメラ６内のファイルのヘッダ部に付加された転送済み
情報を解除する。
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【００９８】
ステップＳ５１３では、転送中止指示がなされてから所定時間が経過したか否かを検出す
る。所定時間経過していなければステップＳ５１０に戻り、指示を待つ。所定時間経過し
た場合には、ステップＳ５０２の転送中止指示により充電のみをするためにステーション
５に装着されたものと見なしステップＳ５１４に進む。
【００９９】
ステップＳ５１６では、プロテクトされたファイルを転送したか否かを検出する。プロテ
クトされたファイルを転送している場合はステップＳ５１７に進み、プロテクトされたフ
ァイルを転送していない場合はステップＳ５２２に進む。プロテクトとは、カードメモリ
に記録されたファイルを誤消去してしまわないようにファイル管理するようデジタルカメ
ラ６に備えられた機能である。通常、プロテクトを解除しない限りそのファイルは消去す
ることはできない。
【０１００】
ステップＳ５１７では、図１１に示すようにプロテクトされたファイルを消去するかＬＣ
Ｄ６ｑに表示する。
ステップＳ５１８では、ステップＳ５１７の質問に対して「Ｙｅｓ」が指示されたか否か
を検出する。「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出した場合はステップＳ５２２に進む。ま
た、「Ｙｅｓ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ５１９に進む。
【０１０１】
ステップＳ５１９では、ステップＳ５１７の質問に対して「Ｎｏ」が指示されたか否かを
検出する。「Ｎｏ」が指示されたことを検出した場合はステップＳ５２１に進む。また、
「Ｎｏ」が指示されたことを検出しない場合はステップＳ５２０に進む。
ステップＳ５２０では、プロテクトされたファイルを消去するかＬＣＤ６ｑに表示し始め
てから所定時間が経過したか否かを検出する。所定時間経過していなければステップＳ５
１７に戻り、指示を待つ。また、所定時間経過していればステップＳ５２１に進む。ここ
では特に指示されない場合にはプロテクトされたファイルを削除しないようにした。
【０１０２】
ステップＳ５２１では、ステップＳ５０８でファイルのヘッダ部に付加された転送済み情
報とプロテクト情報を検索して、デジタルカメラ６から転送が完了しているファイルのう
ちプロテクトされていないファイルのみを削除する。
ステップＳ５２２では、ステップＳ５０８で付加された転送済み情報を検索して、デジタ
ルカメラ６から転送が完了している全てのファイルを削除する。
【０１０３】
ステップＳ５２３では、接続解除割り込み処理の割り込みを不可にし、本フローを終了す
る。
（３）画像蓄積装置の動作
テレビリモコンの操作により行われる画像蓄積装置の動作について具体的に説明する。
【０１０４】
テレビリモコン３の詳細を図１６ に示す。テレビ受像機本体１に微小電流が供給されて
スタンバイ状態にあるときに、テレビリモコン３の電源ボタン３ａが押されると、テレビ
受像機本体１のメイン電源がオンとなる。
図１７は、メイン電源オン後のテレビ受像機本体の基本動作フローである。ステップＳ１
でメイン電源がオンになると、ステップＳ２においてテレビ受像機本体は常にテレビモー
ドにて立ち上がる。従って、直前の使用において、例えば後述するアルバムモードにてテ
レビ受像機本体１のメイン電源をオフしていたとしても、新たにメイン電源をオンしたと
きは、テレビ受像機本体１はテレビモードにて立ち上がる。ここで、テレビモードとは、
通常のテレビ放送を受信して鑑賞するモードをいう。ステップＳ３でアルバムモードなど
他のモードへのモード変更操作による割込みを可能にし、ステップＳ４でメイン電源オフ
操作による割込みを可能にしたあと、フローはステップＳ５のテレビモード動作に入る。
【０１０５】
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ステップＳ５でテレビモード動作に入り、テレビ放送の表示が始まると、所定時間（例え
ば５秒間）、テレビ表示部２においてデジタルカメラの情報がテレビ放送画面に重畳して
表示される。表示されるデジタルカメラの情報は、例えばデジタルカメラ６のステーショ
ン５への載置の有無、デジタルカメラ６から画像蓄積装置４へのデジタル静止画像の転送
状況、デジタルスチルカメラの充電状況などである。
【０１０６】
図１６ におけるテレビリモコン３のアルバムボタン３ｂを押すと、モード変更割込みが
かかる。アルバムモードの基本フローを示す図１３において、ステップＳ６でモード変更
割込みがかかると、ステップＳ７でアルバムモードへのモード変更であることが確認し、
ステップＳ８へ進む。なお、モード変更割込みがアルバムモードへものでなかったときは
、ステップＳ７から別モードのフローへ進む。ステップＳ８ではアルバムモードから他の
モードへの変更に必要なモード変更割込み操作を可能とする処理をし、ステップＳ９では
アルバムモードから直接テレビ受像機本体１のメイン電源をオフ操作するためのメイン電
源オフ割込みを可能とする処理をする。
【０１０７】
ステップＳ１０において、画像蓄積装置４に微小電流が供給されてスタンバイ状態にある
ことが確認されると、ステップＳ１１で画像蓄積装置４の電源をオンする指示が出され、
画像蓄積装置４が立ち上がる。ステップＳ１２では、後述するデータ取込み完了割込みを
受け付けるための処理が行われる。一方、ステップＳ１０において画像蓄積装置４がスタ
ンバイ状態でない場合は、ステップＳ１３でテレビ表示部２に「画像蓄積装置の電源を入
れてください」とのメッセージが表示され、ステップＳ１４にて画像蓄積装置４の元電源
がオンされるのを待つ。画像蓄積装置４の元電源がオンされると、ステップＳ１５でメッ
セージの表示を終了し、ステップＳ１２に進む。
【０１０８】
ステップＳ１６では、バックグラウンドミュージックがスタートする。これは、テレビモ
ードで放送を受信している際に通常流れている音声がアルバムモードになって無音状態に
なる違和感を緩和するためである。このバックグラウンドミュージックはあらかじめ準備
されているものがランダムに選ばれる。この機能はユーザ設定によって、バックグラウン
ドミュージックの代わりにそのままテレビ音声を流す、または完全に無音にするなど、任
意に変更できる。
【０１０９】
ステップＳ１７１では、フレームメモリ４ｍに画像が保持されているか否かを検出する。
フレームメモリ４ｍには、図２８のステップＳ８７で画像が保持される。保持されていれ
ばステップＳ１７２に進み、保持されてなければステップＳ１７４に進む。
ステップＳ１７２では、図２８のステップＳ８７でフレームメモリ４ｍに保持された表示
画像を読み出し、テレビ表示部２に表示する。半導体メモリであるフレームメモリ４ｍに
保持された表示画像は瞬時に読み出され、表示を行うことができる。そのため、アルバム
モードに変更されてからテレビ表示部２に画像が表示されるまでの期間を極力短くするこ
とができ、違和感を生じさせない。
【０１１０】
ステップＳ１７３では、記憶部ドライバ４ｎに指令を出し、記憶部４ｆの駆動を開始する
。そして、ステップＳ１８に進む。
上述したステップＳ１７１で画像が保持されてない場合は、ステップＳ１７４で、ＲＯＭ
内に予め記憶されたアルバムモードのメニュー画像を読み出し、表示する。ＲＯＭは、画
像蓄積装置４のＣＰＵ４ｅ内に存在している半導体メモリである。ＲＯＭに記憶されたメ
ニュー画像も瞬時に読み出され、表示を行うことができる。
【０１１１】
ステップＳ１７５では、記憶部ドライバ４ｎに指令を出し、記憶部４ｆの駆動を開始する
。
ステップＳ１７６では、画像、音声を再生するための再生プログラムを起動する。そして



(17) JP 4366759 B2 2009.11.18

10

20

30

40

50

、ステップＳ１７に進む。
ステップＳ１７では、画像蓄積装置４に取込まれた最新のフォルダ中の第１画像が再生さ
れ、テレビ受像機本体１に表示される。なお、この機能は、アルバムモードへの変更に応
答して、ある一定のルールによって選択された画像を画像蓄積装置４で自動的に再生して
表示することを意味するものであり、ある一定のルールによって選択される画像としては
、上記の最新のフォルダ中の第１画像に代えて、例えば画像蓄積装置４に取込まれた画像
ファイル中の最新撮影日時の画像としてもよい。アルバムモードは、このようにして立ち
上がった後、ステップＳ１８のアルバムモード動作に入る。
【０１１２】
なお、上記の構成に換えて、ステップＳ１７４においてテレビモードの表示を継続し、ス
テップＳ１７で画像の取り込みが行われた後、表示をアルバムモードに切換えるよう構成
することもできる。
アルバムモードへモード切換は、画像蓄積装置４がデジタルカメラ６から画像ファイルを
取込んでいる最中でも行われる。また、アルバムモードにおいてテレビ受像機本体１を使
用中において、画像取込みのためにデジタルカメラ６がステーション５に挿入されること
もある。図１９はこのような場合に対応する動作を示す。アルバムモードへの切換前にデ
ジタルカメラ６から画像蓄積装置４への画像ファイル取込みが完了していれば、図１３の
ステップＳ１７の機能により取込み完了の最新フォルダの第１画像が表示されるから図１
９のフローが動作することはない。これに対し、アルバムモードへの切換が行われたあと
に画像ファイルのデータ取込みが完了した場合には、図１９のステップＳ１９で割込みが
かかり、「新しい画像ファイルのフォルダが取込まれた」旨のメッセージをテレビ表示部
２の画面表示に重畳して表示する。表示はステップＳ２１で例えば７秒程度の所定時間が
カウントされる間続き、ステップＳ２２で終了する。この機能はアルバムモード中はいつ
でも機能し、メッセージを見た使用者は、後述する操作により任意に新着フォルダの画像
を見ることができる。
【０１１３】
図２０は、図１８のステップＳ１８のアルバムモード動作の詳細である。すなわち、アル
バムモードへの切換に応答して図１８のステップＳ１７で画像表示が行われると、図２０
のステップＳ２４からのアルバムモード動作に移行し、ステップＳ２５～ステップＳ３０
において、以下に詳述する各種の割込みが可能になるとともに、あとは使用者の操作を待
ってステップＳ３１で待機状態に入る。図１６ のテレビリモコン３のＴＶアルバムボタ
ン３ｂが押されてからここまでの動作は、きわめて短時間に行われる。
【０１１４】
アルバムモードにおいてテレビ表示部２に表示されている画像を送るには、図１６ のチ
ャンネルボタン３ｃの「＋」または「－」を操作する。図２１はこの場合の動作を示す。
画像が表示されている状態においてチャンネルボタン３ｃが操作されると、図２１のステ
ップＳ３２で画面送り割込みがかかる。チャンネルボタン３ｃの「＋」が押されたのであ
れば、次画面送り操作であるからステップＳ３３からステップＳ３４に移行し、チャンネ
ルボタンが押される前の現画面が、フォルダ中の最終画面かどうかがチェックされる。そ
して、最終画面でなければステップＳ３５で一画面送りをおこない、ステップＳ３６でリ
ターンする。これに対し、ステップＳ３４で現画面が最終画面であるときは,これ以上送
る画面がないから何もせずステップＳ３６でリターンする。つまり、現画面が最終画面で
あるときはチャンネルボタン３ｃの「＋」を押しても何も受け付けないことになる。ステ
ップＳ３３において次画面送り操作でなかったときは、画面戻しのためにチャンネルボタ
ン３ｃの「－」が押されたものと判断してステップＳ３７に移行する。ステップＳ３７で
は、チャンネルボタンが押される前の現画面が、フォルダ中の１枚目の画面かどうかをチ
ェックし、１枚目でなければステップＳ３８で一画面戻しをおこない、ステップＳ３６で
リターンする。これに対し、ステップＳ３７で現画面が１枚目であるときは,これ以上戻
す画面がないから何もせずステップＳ３６でリターンする。つまり、現画面が１枚目であ
るときにチャンネルボタン３ｃの「－」を押しても何も受け付けないことになる。
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【０１１５】
なお、この実施の形態では、「１枚目」および「最終画面」をそれぞれひとつのフォルダ
内におけるものとしたが、これに代えて、画像蓄積装置内のすべての画像における「１枚
目」および「最終画面」としてもよい。この場合は、最新のフォルダの１枚目まで画像戻
しを行ったうえで、さらにチャンネルボタン３ｃの「－」が押されたときは、ひとつ旧い
フォルダの中の最終画面が表示されることになる。以下、最も旧いフォルダの１枚目に到
るまで、チャンネルボタン３ｃの「－」の操作を受け付けて画面戻しが行われる。このよ
うにすれば、後述する階層変更操作を知らない使用者であっても、一応は画像蓄積装置内
の全画像を見ることができる。
【０１１６】
図２２はテレビ表示部２に表示される種々の画面を示したもので、（Ｇ１）、（Ｇ２）は
画像が表示されている場合である。図１６と対応づければ、画像（Ｇ１）が表示されてい
る状態でチャンネルボタン３ｃの「＋」を押すと画像（Ｇ２）への次画面送りが行われ、
画像（Ｇ２）が表示されている状態でチャンネルボタン３ｃの「－」を押すと画像（Ｇ１
）への画面戻しが行われる。
【０１１７】
図２２において、（Ｓ１）、（Ｓ２）は連続する九つの画像をテレビ表示部２の画面を９
分割して縮小一覧
表示したものであり、デジタルカメラのサムネイル表示に対応するものである。ここでは
、１４つの画像が存在する場合を示している。
一方、（Ｆ１）は連続する７つのフォルダの情報をテレビ表示部２の画面を９分割して一
覧表示したものであり、それぞれにフォルダ名称、日付、内容、等の文字表示とそのフォ
ルダの１枚目の縮小画像が表示されている。ここでは、７つフォルダが存在する場合を示
している。
また、（Ｙ１）、（Ｙ２）は連続する九つの年をテレビ表示部２の画面を９分割して一覧
表示したものである。ここでは、１８つ以上の年が存在する場合を示している。画像蓄積
装置４は、これら「サムネイル」、「フォルダ」、「年」を、テレビ表示部２に予め決め
られた９分割で表示させるため、９つ以下の場合は全ての画像を同時に表示し、９つ以上
存在する場合は９つ毎に画像を分けて表示するよう制御する。したがって、９つ以上のフ
ォルダが存在する場合には（Ｓ１）、（Ｓ２）のサムネイル一覧表示がフォルダ一覧表示
に置き換わったような表示形態になる。
【０１１８】
また、これらの「画像」、「サムネイル」、「フォルダ」、「年」を階層と呼ぶことにす
る。
アルバムモードにおいてテレビ表示部２に表示されている階層を変更するには、図１６ 
の音量ボタン３ｄの「＋」または「－」を操作する。図２３はこの場合の動作を示す。画
像が表示されている状態において音量ボタン３ｄが操作されると、図２３のステップＳ３
９で階層変更割込みがかかる。音量ボタン３ｄの「＋」が押されたのであれば、階層アッ
プ操作であるからステップＳ４０からステップＳ４１に移行し、音量ボタン３ｄが押され
る前の現画面が、階層中の年かどうかがチェックされる。そして、年でなければステップ
Ｓ４２で階層を一段アップし、ステップＳ４３でリターンする。例えば、図２２において
画像（Ｇ１）からサムネイル（Ｓ１）に移行する。この場合、サムネイル（Ｓ１）は９分
割された画面の左上隅に画像（Ｇ１）を配し、画像（Ｇ２）をその右に配して、以下この
順で画像（Ｇ１）を筆頭とする一連の九つの画像を表示するものとする。なお、表示のル
ールとしては、画像（Ｇ１）を左上隅に配するのに代え、９分割画面の中央に配するよう
にすることもできる。
【０１１９】
ステップＳ４０で現階層が年であるときは,これアップする階層がないから何もせずステ
ップＳ４３でリターンする。つまり、現階層が年であるときは、音量ボタン３ｄの「＋」
を押しても何も受け付けないことになる。なお、図２３において、階層を記憶するレジス
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タをサイクリックとし、ステップＳ４１を省略すれば、現階層が年であるときにさらに音
量ボタン３ｄの「＋」を押したときには画像階層に戻るように構成してもよい。このこと
は以下に説明するステップＳ４４についても同様である。
【０１２０】
ステップＳ４０において階層アップでなかったときは、階層ダウンのために音量ボタン３
ｄの「－」が押されたものと判断してステップＳ４４に移行する。ステップＳ４４では、
音量ボタン３ｄの「－」が押される前の現階層が、画像かどうかをチェックし、画像でな
ければステップＳ４５で階層を一段ダウンし、ステップＳ４３でリターンする。例えば、
図２２においてフォルダ（Ｆ１）からサムネイル（Ｓ１）に移行する。この場合、サムネ
イル（Ｓ１）はフォルダ（Ｆ１）の９分割された画面の左上隅のフォルダの中の最初の９
画面を表示するものとする。
【０１２１】
ステップＳ４４で現階層が画像であるときは,これ以上階層をダウンできない何もせずス
テップＳ４３でリターンする。つまり、現階層が画像であるときに音量ボタン３ｄの「－
」を押しても何も受け付けないことになる。これに代えて、操作を受け付けて階層をサイ
クリックに変更するよう構成できることは上述したとおりである。
【０１２２】
階層ダウン操作については、上記の階層変更割込みによるほか、図２４に示す選択フロー
によっても行われる。一例として、図２２のサムネイル（Ｓ１）が表示されている状態に
おいて、図１６ のテレビリモコン３にある１２キー３ｅの「２」のボタンを押すと、画
面は、画像（Ｇ２）に切換わる。つまり、テレビリモコン３において１２キー３ｅのボタ
ン「１」～「９」は二次元配置的にテレビ表示部２の九つの分割画面とそれぞれ対応付け
られており、ボタンを押すことによって分割画面の中から対応する位置のものが選択され
ることになる。上記の例では画像（Ｇ２）に対応する画像はサムネイル（Ｓ１）の９分割
画面のうち上段中央に配されているが、１２キー３ｅの「１」～「９」の配置において上
段中央にあるのはボタン「２」なので、このボタン「２」を押すことで、画像（Ｇ２）が
選択されたことになる。
【０１２３】
以上の動作を、図２４の選択フローで詳しく見る。今度は、年（Ｙ２）がテレビ表示部２
に表示されている場合を例にとって説明する。年表示は年を手がかりに画像検索するとき
に使用する。例えば、１９８８年作成のフォルダから画像を探したいとする。この場合、
年（Ｙ２）の表示において、「１９８８」は中段右側にあるので、これを選択するために
１２キー３ｅの配置で中段右側にある「６」のボタンを押す。これによって、図２４のス
テップＳ４６において選択割込みがかかる。ステップＳ４７で現在の階層が画像であるか
どうかがチェックされ、画像であればなにもせず、ステップＳ５２でリターンする。つま
り、テレビ表示部２に表示されているのが画像であれば、選択の対象はないので、１２キ
ー３ｅの各ボタンの操作は一切受け付けない。今回の例では階層は年であるからステップ
Ｓ４７からステップＳ４８に進む。ステップＳ４８においては、１２キー３ｅのボタン「
６」が押されたことにより、１９８８年作成の全フォルダの選択処理が行われるとともに
作成日順位に整理される。ステップS４９では階層が年、フォルダ、サムネイルのいずれ
かかどうかがチェックされる。今回の例では階層は年であるからステップＳ５０で階層が
一段ダウンされてフォルダの階層となる。これによってテレビ表示部２にはフォルダ（Ｆ
１）が表示される。フォルダ（Ｆ１）の９分割画面には１９８８年作成の最も早い日付の
ものを筆頭に上段左側から日付順にフォルダの情報が表示される。ステップＳ５１では一
段ダウンした結果の新しい階層が画像かどうかのチェックが行われる。今回の例では、新
しい階層はフォルダなのでそのままステップＳ５２でリターンとなる。
【０１２４】
図２４のステップＳ５３からステップＳ５６は、以後の検索の情報として各画像に処理履
歴を書込むための動作を示す。ステップＳ５１おいて一段ダウンした結果の新しい階層が
画像であるときはステップＳ５３において「マイ・アルバム」モードにおける使用である
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かどうかチェックされる。「マイ・アルバム」モードの詳細は後述する。「マイ・アルバ
ム」モードでなければ、ステップＳ５４で画像選択日時がその画像データのヘッダ部に書
込まれ、ステップＳ５５でその画像に到った検索履歴などその他の選択条件がその画像の
ヘッダ部に書き込まれる。これらの情報は、後日同じ画像を検索するときの手がかりとし
て機能する。例えば画像選択日時は、「１週間前に見た画像」という検索条件にて同じ画
像を検索する際に有用である。ステップＳ５３において「マイ・アルバム」モードにおけ
る使用であると判断されると、誰が検索した画像かという個人情報がステップＳ５４にお
いてその画像のヘッダ部に書き込まれ、後日の検索の手がかりとして機能する。なお、ス
テップＳ４９において階層がいずれにも該当しない場合は、階層変更に関係しない選択が
行われたと判断され、ステップＳ５７においてそのために必要な選択処理が行われる。こ
の動作の代表的なものはマイ・アルバムモードにおける個人の選択である。
【０１２５】
ここで、マイ・アルバムモードにおける個人の選択について説明する。図１６のテレビリ
モコン３におけるメニューボタン３ｆを押すと、テレビ表示部２に９分割画面があらわれ
、それぞれ１２キー３ｅの「１」～「９」の配列どおりに１～９の数字が表示される。こ
の表示は別途適宜の入力手段によって家族の個人名などに置き換えることも可能である。
この動作を図２５のマイ・アルバムフローで説明すると、メニューボタン３ｆの操作によ
り、ステップＳ５６でマイ・アルバム割込みがかかり、ステップＳ５７においてテレビ表
示部２に１２キー３ｅの「１」～「９」の配列どおりに１～９の数字が表示されことにな
る。このフローはステップＳ５８でリターンし、１２キー３ｅの操作を待つ。例えば、操
作者が家族の父であり、数字１を割り当てていたとすると、１２キー３ｅの「１」を押す
と図２４のステップＳ４６からステップＳ４９および、ステップＳ５７、ステップＳ５２
が機能する。この結果、以後の操作において画像の選択をしたとすると、図２４のステッ
プＳ５１、ステップＳ５３、に続いてテップＳ５６において選択した画像のヘッダ部に「
父」の情報が書込まれる。
【０１２６】
図１６ のテレビリモコン３における選択ボタン３ｇを操作すると、図２６におけるステ
ップＳ５９で検索割込みがかかり、ステップＳ６０においてテレビ表示部２に検索条件入
力画面が表示される。選択ボタン３ｇをさらに適宜操作することにより、ステップＳ６１
において表示された検索条件における検索カテゴリーを変更することができる。選択した
検索カテゴリーにおいて日付などの検索条件を入力するには１２キー３ｅを用いる。これ
によってステップＳ６２が機能する。検索条件が決まったら、図１６ のテレビリモコン
３における決定ボタン３ｈを押すことによりステップＳ６３からステップＳ６４に進む。
ステップＳ６１からステップＳ６３は、最終操作結果を保存しながら、所定時間毎に繰り
返されるので、決定ボタン３ｈを押さない限り、ステップＳ６１、ステップＳ６２におけ
る修正は繰り返し可能である。ステップＳ６４では検索が実行されると共に結果のフォル
ダが作成され、ステップＳ６５で検索結果が図２２のサムネイル（Ｓ１）のような形式で
表示される。なお、検索結果のヒット画像数が多い場合や検索条件に階層がある場合は、
適宜複数のフォルダに検索結果が分離され、図２２のフォルダ（Ｆ１）のような形式で表
示される。検索結果のヒット画像のヘッダ部にはステップＳ６６からステップＳ６９によ
り、後日の検索のための情報が書込まれステップＳ７０でリターンする。なお、フォルダ
がある場合には、フォルダにも同様の情報を書込むようにしてもよい。
【０１２７】
次に画像のプリントについて説明する。テレビ表示部２に画像が表示されている場合にお
いて、その画像をプリントしたいときは、テレビリモコン３における決定ボタン３ｈを押
すと、図２７のステップＳ７１でプリント割込みがかかる。この場合、テレビ表示部２に
表示されている階層が画像でないときに誤って決定ボタン３ｈが押されても何も受け付け
ず、ステップＳ７２からステップ７８に飛んでリターンする。階層が画像であったときは
ステップＳ７２からステップＳ７３に進む。ステップＳ７３からステップＳ７５は、後日
の検索のために画像のヘッダ部に情報を書込む機能である。ステップＳ７５１では、画像
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のヘッダ部にプリント情報が有るか否かを検出する。プリント情報がない場合にはステッ
プＳ７６に進む。ステップＳ７６では画像のヘッダ部にプリントすべき旨の情報が書込ま
れる。ステップＳ７７では、テレビ表示部２の画像表示に「プリント受付」の旨を重畳表
示する。また、ステップＳ７５１でプリント情報が有る場合にはステップＳ７５２に進む
。ステップＳ７５２では画像のヘッダ部に書き込まれたプリント情報を消去する。ステッ
プＳ７５３では、テレビ表示２の画像表示に重畳表示された「プリント受付」を消去する
。以上の動作によりステップＳ７８にリターンしするので、この動作は別の画像を呼び出
して何度でも行うことができる。プリントの実行は、アルバムモード終了の際にまとめて
行われる。
【０１２８】
他のモードへの変更操作をする、あるいは画像蓄積装置４の主電源が不用意に落とす操作
をするとき、アルバムモードは終了する。例えば、アルバムモードからテレビモードに戻
るにはＴＶアルバムボタン３ｂを押す。ビデオモード１に変更するにはビデオ１ボタン３
ｊを押す。画像蓄積装置４の主電源スイッチを操作する。これらのいずれかの操作がおこ
なわれると、アルバムモード終了フローを示す図２８のステップＳ７９においてモード変
更割込みがかかる。ステップＳ８０、ステップＳ８１ですでに説明した割込み可能処理を
した後、ステップＳ９１ではアルバムモード終了フローが開始されたのが他モードへの変
更操作によるものか、それとも画像蓄積装置４の主電源を落とす操作によるものかを判別
し、他モードへの変更操作によるものである場合はステップＳ８２に進む。ステップＳ８
２ではプリント情報のある画像があるかどうかをチェックする。該当する画像があればス
テップＳ８３において、図２２のサムネイル（Ｓ１）の形式でそれらを表示する。この状
態でテレビリモコン３の決定ボタン３ｈが押されると、ステップＳ８５でプリントの実行
が行われるとともに、各画像のヘッダ部にプリント実行済みの情報が書込まれる。この後
、ステップＳ８６において、指定されたモードへの変更が行われ、ステップＳ８７でリタ
ーンする。ステップＳ８５からステップＳ８６への移行はプリント指示直後に行われ、実
際のプリントの実行は他のモードのバックグラウンド、例えばテレビ放送受信鑑賞中に行
われる。
【０１２９】
ステップＳ８２でプリントすべき情報がなければ直接ステップＳ８６に飛ぶ。また、ステ
ップＳ８４において、決定ボタン３ｈの代わりに、テレビリモコン３のメニューボタン３
ｆが押されるとステップＳ９０でプリント保留処理が行われ、プリントを実行せずにステ
ップＳ８６に移行する。ステップＳ９０では、各画像のヘッダ部にその旨の情報が書込ま
れ、以後テレビ受像機本体の電源オン時、モード変更時など、適宜の節目でプリント未実
行の画像がある旨のメッセージの表示が所定時間行われる。この表示は、各画像のプリン
ト実行を行うか、プリント指示の取り消し操作をするまで、繰り返し行われる。
【０１３０】
ステップＳ８７では、表示画面をフレームメモリ４ｍに保持する。ここで、表示画像をフ
レームメモリ４ｍに保持する理由は、再度、アルバムモードに変更されたときに他のモー
ドに変更される前のアルバムモードと同じ状態にするためである。なお、この処理以降は
、指定モードの処理のバックグランドで並列して制御される。
【０１３１】
ステップＳ８８では、他のモードに変更されてから所定時間が経過したか否かを検出し、
所定時間経過していればステップＳ８９に進み、経過していなければ計時を継続する。
ステップＳ８９では、省電のため画像蓄積装置４の記憶部４ｆの駆動を停止させ、省電力
モードにする。ここで、所定時間経過した後に省電力モードに移行する理由を説明する。
例えば誤って他のモードに移ってしまった場合、すぐに画像蓄積装置モードに戻る可能性
がある。このような場合にいちいち記憶部４ｆの駆動停止、駆動開始を繰り返すと、アル
バムモードが動作可能になるまでに時間がかかってしまうし、また、記憶部４ｆの負担が
大きくなる。
【０１３２】
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また、上述のステップＳ９１で画像蓄積装置４の主電源を落とす操作によるものである場
合は、ステップＳ９２に進む。ステップＳ９２では、プリント情報のある画像があるかど
うかをチェックする。該当する画像があればステップＳ９３でプリント保留処理が行われ
、プリントを実行せずにステップＳ９４に移行する。ステップＳ９３では、各画像のヘッ
ダ部にその旨の情報が書込まれ、以後テレビ受像機本体の電源オン時、モード変更時など
、適宜の節目でプリント未実行の画像がある旨のメッセージの表示が所定時間行われる。
この表示は、各画像のプリント実行を行うか、プリント指示の取り消し操作をするまで、
繰り返し行われる。ステップＳ９２で該当する画像がなけれはステップＳ９４に飛ぶ。ス
テップＳ９４ではテレビモードに移行し、ステップＳ９５に進む。ステップＳ９５では画
像蓄積装置４に対して、記憶部４ｆの駆動を停止させる等の終了処理を施して主電源をオ
フする。
【０１３３】
プリンタ９は電源ＯＮ、ＯＦＦも含めた全ての機能を画像蓄積装置７によって制御される
。画像蓄積装置７のＣＰＵは、プリンタ９を制御する制御指令をテレビ受像機本体１のテ
レビリモコン３からテレビ受像機本体１を介して受け、該受けた制御指令をプリンタ９に
伝達する。前記ＣＰＵは、画像蓄積装置７及び該画像蓄積装置７に接続された各種機器の
状態を参照して、指示された制御指令出力の許諾、出力のタイミングを決定し実行する。
【０１３４】
さらに、次のような利点がある。即ち、他の機器の動作、状態との整合性をもってプリン
タ９を作動させることができる。画像蓄積装置７専用のリモコンを必要とせず、テレビリ
モコン１つで済み、且つテレビリモコンの通信先は制御対象の機器が何であるかに係わら
ず常にテレビ受像機本体１であるので使い勝手が良い。テレビ受像機本体１以外の機器は
リモコンからの信号を受けないので、従来のように各機器を信号受信部がリモコン操作位
置から見通せることという設置上の制約がない。
（実施の形態２）
次に本発明の他の実施の形態２について説明する。
【０１３５】
図２９、図３０は、本発明の実施の形態２のシステム外観斜視図及び構成ブロック図であ
る。図２９において、画像蓄積装置７とデジタルカメラ８以外の構成は図１に示した実施
の形態と共通である。なお、実施の形態２では、さらに画像蓄積装置７に電話通信用モデ
ム１０および電話機１１が接続されているが、これらの接続は実施の形態１でも可能であ
る。
【０１３６】
本発明の実施の形態２ではデジタルカメラ８に給電するＡＣアダプタが画像蓄積装置７自
身に設けられており、ケーブル８ａはＡＣアダプタからの給電路とデジタルカメラからの
信号伝達路が一本にまとめられた専用規格のものになっている。この実施の形態でも、画
像蓄積装置７は汎用であり、専用規格ケーブル８ａのみがデジタルカメラ８用の専用品と
なる。また、この実施の形態においても、充電のためにデジタルカメラ８とにケーブル８
ａを接続するだけで、データ転送及び充電が自動起動される。
【０１３７】
実施の形態２のシステム構成ブロック図である図３０において、デジタルカメラ８は、IE
EE1394に準拠した信号端子と充電端子が一つにまとめられた専用規格の接続ターミナル８
ｃをもつ。接続ターミナル８ｃの信号端子はデジタルカメラの回路系に接続されていると
共に、充電端子は充電池６ｂに接続されている。接続ターミナル８ｃにはケーブル８ａが
接続されるが、このケーブル８ａは充電路８ｄとIEEE1394に準拠した信号伝達路８ｅが一
本のケーブルとしてまとめられた専用規格のものである。これと対応して画像蓄積装置７
は、IEEE1394に準拠した信号端子と充電端子が一つにまとめられた専用規格の接続ターミ
ナル７ｉをもつ。接続ターミナル７ｉの充電端子はＡＣアダプタ７ｊに接続されると共に
、信号端子はIEEE1394端子７ｋに接続されている。
【０１３８】
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上記のように、画像蓄積装置７は種々のデジタルカメラに使用可能な汎用品であるが、デ
ジタルカメラによっては電源電圧が異なる。そこで、ＡＣアダプタ７ｊは複数の電圧を選
択して出力できるよう構成されており、画像蓄積装置７のＣＰＵ７ｅは、デジタルカメラ
８の接続ターミナル８ｃ、信号伝達路８ｅ、接続ターミナル７ｉ、IEEE1394端子７ｋを介
して、デジタルカメラ８の電源電圧の情報を検知し、検知結果に応じてＡＣアダプタ７ｊ
を制御してデジタルカメラ８に適した電圧を選択して出力させる。このようにして、デジ
タルカメラ８は、接続ターミナル８ｃさえ専用規格としておけば、異なった電源電圧を採
用することが可能である。
【０１３９】
図３０において、IEEE1394端子７ｍにはプリンタ９が接続されている。図３０では図２９
のモデム１０の接続の図示は省略しているが、その構成は同様である。図３０のその他の
構成は図２に準じて理解できるので説明を省略する。
本発明の他の実施の形態２のテレビリモコン操作による画像蓄積装置の動作について説明
する。本発明の実施の形態２はすでに画像蓄積装置７内蔵の記憶部７ｆに記憶保存されて
いる画像データをテレビ表示部２に画像表示する画像蓄積装置７の動作である。
【０１４０】
なお、本実施の形態においては、デジタルカメラ６から画像蓄積装置７への画像データの
転送・記憶が１フォルダ分完了したときに、該フォルダに含まれる全画像のサムネイルを
表示し、その中の任意の１画像を該フォルダの代表画像として選択し該フォルダの名前と
対応させて記憶しておく。特に選択をしなければ該フォルダ中の先頭画像が代表画像に選
択される。サムネイルの表示・代表画像の選択はデジタルカメラ６から画像蓄積装置７へ
の画像データ転送・記憶とは独立させて、前記転送・記憶完了後の任意の時に行えるよう
にしても良い。
【０１４１】
図２９は本実施の形態２で用いるテレビリモコンであり、このテレビリモコンはメニュ－
ボタン４５と画像蓄積装置７の大量の画像データの中から所望のフォルダや画像を検索／
編集が選択できる選択ボタン４６を有しており、実施の形態１とは異なる種類のリモコン
である。前記テレビリモコンはテレビ表示部に表示されたメニューを選択、指令するため
にも用いられ、そのための操作ボタンはテレビを視聴する機能を遠隔操作するためのボタ
ンと兼用されている。
＜モード選択＞
本実施の形態例のテレビ受像機本体１は、メインスイッチＯＮにより実施の形態１と同様
テレビモードで立ち上がり、モード選択の割込を可能とした後、後述するテレビモード処
理を実行しテレビ放送を聴視可能な状態とする。従って、テレビ受像機本体１は、テレビ
リモコン３のメニューボタン４５（図３１）が押されるとモード選択処理を割込処理する
。
【０１４２】
モード選択処理の動作を図３２のフローチャートで説明する。この処理はテレビ受像機本
体１の制御部であるＣＰＵ１ｈが行う処理である。メニューボタン４５が押されると、テ
レビ表示部２に表示されているテレビ放送受信画像に図３３のメニュー５０が重畳表示さ
れる（Ｓ３０１）。表示されたメニュー５０には、通常のテレビ操作用メニュー５１に加
えてアルバムモードメニュー５２も含まれている。テレビ操作用メニュー５１は、通常の
テレビ操作を行うためのメニューで、選択されたメニューに従ってテレビ受像機本体１内
で処理される。なお画質調整など前記メニューの一部はアルバムモードでも有効である。
【０１４３】
アルバムモードメニュー５２には２つのサブモードすなわち「アルバムモード」、「プリ
ントモード」と「テレビモードに戻る」が含まれている。アルバムモードメニューの前記
２つのサブメニューは、画像蓄積装置７に対するもので、これらが選択されると、テレビ
受像機本体１はそのメニューに応じて画像蓄積装置７、或いは画像蓄積装置７を介してプ
リンタ９と信号を送受信して画像蓄積装置７にアルバムモード処理、プリントモード処理
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や電源のＯＮ／ＯＦＦを行わせる。
【０１４４】
使用者によるモードの選択は、テレビリモコン３の選択ボタン４６で所望のモードにカー
ソル５３を合わせ、決定ボタン４７を押下することにより行われる。Ｓ３０２では、選択
されたモードがどのモードであるかを判別し、テレビモードであればＳ３０３のテレビモ
ード処理に進む。アルバムモードまたはプリントモードであればＳ３０４に進み、画像蓄
積装置７の電源をＯＮにしてＳ３０５に進む。Ｓ３０５では選択されたモードがプリント
モードかアルバムモードかを判断し、アルバムモードであればＳ３０６のアルバムモード
処理に進む。プリントモードであれば、Ｓ３０７に進んでプリンタ９の電源をＯＮとし、
または画像蓄積装置７にプリンタ９の電源をＯＮとさせてＳ３０８のプリントモード処理
に進む。なお、Ｓ３０４、Ｓ３０７で画像蓄積装置７及びプリンタ９の電源が既にＯＮに
なっているときは何もせず次のステップに進む。
【０１４５】
＜アルバムモード＞
次にアルバムモードすなわち画像蓄積装置７の動作説明をする。 図３４はアルバムモー
ド動作のフローチャートを示す。
図３３のように画面表示されたメニューの中からアルバムモードが選択されと、画像蓄積
装置７のＣＰＵ４ｅはテレビ受像機本体１のＣＰＵ１ｈに信号を送り、ＡＶ出力制御部１
ｅからテレビ表示部２に出力する画像をテレビ放送受信画像から画像蓄積装置の画像に切
替え、画像蓄積装置７の記憶部４ｆに保存されている全フォルダをフレームメモリ１０６
に読み出し、テレビ表示部２に全フォルダ情報を一覧表で表示する。同時に画像検索モー
ドメニューも表示する。その時のテレビ画面表示の一例を各フォルダの代表画像と共に図
３５に示す。 なお、図３５において前記フォルダ情報には各フォルダの代表画像も含ま
れ、前記テレビ表示画面の一部に代表画像３０がフォルダＮｏ．と共にフォルダＮｏ．順
に表示される。表示された代表画像を見てフォルダの選択ができるので、的確に所望のフ
ォルダを選択することができる。
【０１４６】
アルバムモード処理中のメニューには図３５に示すように「テレビモードに戻る」を表示
しておき、テレビ放送を鑑賞したくなったときいつでも「テレビに戻る」ボタンを押すこ
とにより、直接テレビ放送受信画像に戻ることができるようにしてある。
テレビ表示部２に表示された全フォルダ情報は、撮影時に作成されたフォルダ、また記憶
部４ｆに保存する際に作成されたフォルダの階層に関係なく撮影年月日の新しいフォルダ
順に並べられている。所望のフォルダは、テレビリモコン３の選択ボタン４６によりフォ
ルダＮｏ．単位で選択することができ、決定ボタン４７により所望フォルダが確定される
（Ｓ２０５）。また、このテレビ表示部２に表示されたフォルダ一覧表にはソート条件も
同時に表示されており、テレビリモコン３の選択ボタン４６により該当するフォルダを選
択し、決定ボタン４７を押すことによりソート条件を選択することができる。
【０１４７】
前記選択操作により、選択された所望フォルダに対応する代表画像が縁取られる、或いは
より明るいハイライト表示されるなどの方法によって他の画像と区別される。
また、画像蓄積装置７内に記憶された大量の画像の中から過去に作成したフォルダや画像
を検索するために検索メニューが設けられており、必要に応じて検索を行うことができる
。フォルダ／画像検索メニュー表示の画像検索を選択するときにはテレビリモコンのチャ
ンネルボタンにより「０」を押すことにより行われる（Ｓ２０２）。
【０１４８】
ステップＳ２０５やＳ２０２にて所望フォルダが確定されると選択されたフォルダ内の画
像データのヘッダ部に保存されている圧縮画像データ（サムネイル画像）がフレームメモ
リに読み出され、Ｄ／Ａ変換され、９つの小画面としてテレビ表示部に表示される（Ｓ２
０７）。　図３６はＳ２０７でのテレビ表示部に表示された例を示したものである。
【０１４９】
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テレビリモコンによるサムネイル画像の表示、選択の一例として次のようにして行うこと
もよい。テレビリモコン３にはテレビのチャンネル選択を行う数字ボタンが設けられてい
る。
現在一般に多く使用されているテレビリモコンの前記数字ボタンは１から１２である。そ
こで本発明の画像蓄積装置７は、テレビリモコン３のチャンネル数字ボタンの数の情報を
受け取り、サムネイル画像を表示する際、チャンネル数字ボタンの数と同じ数及び配列で
サムネイル画像を表示する。すなわち、チャンネル数字ボタンが１２であれば１２個のサ
ムネイル画像を表示し、チャンネル数字ボタンのテレビリモコン配列位置と同じ配列位置
にサムネイル画像を表示する。そして、表示中のサムネイル画像中の選択は前記数字ボタ
ンで選択するサムネイル画像の番号に一致する数字の数字ボタンを押下する。
【０１５０】
ところで、画像蓄積装置７に記憶されたデータから対象画像として指定されたフォルダ中
の各画像には一連の番号が付されており、サムネイル画像表示画面にその番号が付加表示
されている。現在表示されていないサムネイル画像を前記番号をチャンネルボタンで指定
することにより、その画像にジャンプして表示することができる。
【０１５１】
本実施の形態では１から１２チャンネルを有するリモコンで説明したが、チャンネル数に
はとられない。むしろテレビの多チャンネル化に対応して前記数字ボタンの数が今後増え
ると予想され、テレビリモコンのチャンネルボタンとテレビ表示画像と対応づけて画像選
択操作することはますます画像選択操作性の点で効果的となる。
【０１５２】
ステップＳ２０２にてフォルダ／画像検索が選択されるとＳ２０３の検索条件設定処理が
行われる。条件設定が終了するとＳ２０４の検索実行処理が行われ、ステップＳ２０７に
移る。ステップＳ２０３の検索条件設定処理については後述する（図３７）。
次に図３６の画面表示された画像を選択し、アルバム鑑賞する操作について説明する。
ステップＳ２０８はＳ２０７で画面表示された画像の中から所望の画像を選択するステッ
プである。画像の選択は、テレビリモコンの選択ボタン４６により選択し、決定ボタン４
７により確定される。確定されるとステップ２０９に進み、選択されたサムネイル画像に
対応する鑑賞画像をハードディスク４ｆからフレームメモリに読出し、ステップＳ２１０
でＤ／Ａ変換された後テレビ画面に表示する。テレビ表示部に表示された第１画面（９小
画像）で所望の画像が見つけられなければ、テレビリモコン音量ボタン４２により次画面
送り操作が行われる（Ｓ２１１）。
【０１５３】
以上の操作により、所望の画像をハードディスクから読出し、テレビ表示部２の画面上に
表示され鑑賞することが可能となる。
ステップＳ２１１では鑑賞した画像をプリントすると判断するときには画面メニュー表示
されているプリントボタンをテレビリモコンの選択ボタンにて選択し、決定ボタンを押す
ことにより確定する。
【０１５４】
なお、モード選択（図３２）の説明においてプリントモードが選択された場合にプリンタ
の電源をＯＮとすると説明したが、図３４のＳ２１１～Ｓ２１３に示したようにＳ２１１
でプリントする画像が確定されプリンタにプリント実行が指示されるときにプリンタがＯ
ＦＦであればプリンタの電源がＯＮとされるようにしても良い。前記プリント実行指令が
出力されたときプリンタの電源をＯＮとする信号が出力されても良いし、前記プリント実
行指令がプリンタの電源をＯＮとする信号を兼ねても良い。
【０１５５】
次にステップＳ２０３検索条件設定処理について説明する。　図３７は検索条件設定処理
の操作を示すフローチャートである。また図３８はステップＳ２２０でのテレビ表示部２
に表示された検索条件設定メニューである。
検索条件項目としては、撮影時に撮影されると自動的に付与されるコマ番号、撮影年月日
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時刻など、撮影者自身が入力したタイトル名やメモなどのテキストデータ、さらに充電年
月日などがハードディスクの各フォルダに格納されている。実施の形態で示したタイトル
名や撮影者名は撮影時にメディアに作成されるフォルダ名であり、ハードディスク上にそ
のままの名でフォルダ作成される。本実施の形態では検索条件項目としてハードディスク
のフォルダ番号、充電年月日、撮影年月日、撮影者名、タイトル・メモが選択されている
。
【０１５６】
ステップ２２１はハードディスクに格納されている過去に作成した検索条件をテレビ画面
上に読み出すか否かを決めるための操作である。この操作は銀塩写真のアルバム整理で過
去に作成したアルバムを取り出す操作に相当する。ステップＳ２２１の操作方法としては
、２つの操作が選択できるようになっている。１つ目の操作は操作しなければ検索条件初
期設定されている既定値に基づいて選択操作できるようになっており、テレビリモコン選
択ボタンにより順次選択し、決定ボタンより確定していく操作である。２つ目の操作は、
選択メニュー表示されている「アルバム名読出し」をテレビリモコンの選択ボタンにより
選択し、決定ボタンにより確定することにより行われる操作である。
【０１５７】
まず第１の操作法は、ステップ２２３からＳ２３０まで各検索条件項目（フォルダ）につ
いて順次メニュー指示に従って入力、選択していく操作である。ステップＳ２２３の撮影
者名フォルダの選択項目として予め登録されている選択項目を選択することになる。図３
８には検索条件設定メニュー表示画面を示す。図では、TARO、HANAKO、ICHIROと家族３名
登録表示されており、HANAKOを選択した場合を示している。この選択項目についてはステ
ップＳ２３２の条件保存登録処理（アルバム登録）で後述する。
【０１５８】
次のステップＳ２２４では検索しようとする撮影年月日範囲を入力する操作であり、Ｓ２
２５で入力操作が行われる。この入力操作はテレビリモコンのチャンネルボタンにより数
値選択し入力することにより行われる。ステップＳ２２６のタイトル名条件項目では先の
ステップＳ２２３と同様予め登録してある選択項目を選択する。ここでのタイトル名は撮
影時にメディアに作成されるフォルダと対応させて登録するようにすることが可能である
。ステップＳ２２７のメモ検索は撮影時やアルバム編集時にテキストデータで作成された
メモを部分一致検索で全フォルダにわたって検索することが可能である。そのキーワード
入力操作Ｓ２２８は、テレビ表示部２の画面上にメニュー表示されている文字作成コード
表を選択し表示して行われる。画面上の文字作成コード表上でテレビリモコンの選択ボタ
ンと決定ボタンを押すことにより検索しようとする文字を作成する。 なお、文字入力は
画像蓄積装置７のＣＰＵに不図示のキーボード装置やペン入力装置などを接続して行って
もよい。
【０１５９】
第２の操作法は、ステップＳ２２２の検索条件設定読出し処理（アルバム読出し）により
ハードディスクに保存されている検索条件、すなわち過去に作成したアルバム名を読み出
す作業である。図３９はアルバム名検索処理のフローチャートを示す。
ステップＳ２２２はテレビ画面上に表示されているアルバム名読出しモードをテレビリモ
コンの選択ボタンを押すことにより開始される。ステップＳ２４０にてハードディスクの
アルバム名フォルダに格納されている検索条件の全内容を読出し、テレビ表示部の画面上
に一覧表示させ、フォルダ選択可能モードとなる。図４０はアルバム名一覧の一例を示す
。このモードにおいても図３５と同様メニュー表示されているアルバム名入力検索モード
を選択することができる。ステップＳ２４２以降はアルバム名を入力させるフローであり
、Ｓ２４６以降は一覧表示されているアルバムファイルをテレビリモコンの選択ボタンに
より選択し、決定ボタンとにより確定するフローである。
【０１６０】
以上の操作により、所望のアルバムを検索することが可能となり、これら一連の検索結果
がステップＳ２４４で表示される。
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次に検索条件設定された結果をアルバム名やメモを付けて保存する処理動作である図３７
のステップＳ２３２の処理について説明する。
図４１は検索条件の保存（アルバム保存）及び条件選択の登録処理のフローチャートであ
る。図３８の表示された選択メニューのアルバム保存モードをテレビリモコンの選択ボタ
ンにより選択し、決定ボタンにより確定することにより処理が開始される。
【０１６１】
ステップＳ２５０ではアルバム名の撮影年月日や画像ＩＤなどの検索条件項目や各項目に
おける選択項目の追加や削除などがあるか否かあればステップ２５１に進み、なければア
ルバム保存のステップＳ２５７へと進む。Ｓ２５７はハードディスクにファイルとして格
納するためのアルバム名を入力する操作である。アルバム名入力はテレビ選択メニュー表
示されている文字コード表モードをテレビリモコンのチャンネルボタンで選択し、決定ボ
タンにより確定することによって行われ、ハードディスクのアルバム名フォルダにファイ
ルとして保存される。
【０１６２】
またステップＳ２５０において条件項目・選択項目の削除や追加登録があるときには、図
３８の選択メニュー表示されている条件項目・選択項目の削除追加をテレビリモコンのの
選択ボタンで選択し決定ボタンにより確定することにより行われる。ステップＳ２５１か
らＳ２５６までは検索条件項目及び選択項目の削除操作の処理である。削除項目がなけれ
ばステップＳ２５７の検索条件の選択項目の設定登録処理モードに進む。図４２は一連操
作のフローチャートの一例を示す。
【０１６３】
この処理は図３８で示されている検索条件設定画面の検索条件では撮影者名、撮影年月日
、タイトル名、メモなどの項目が示されているが、これ以外に画像ＩＤや撮影条件などに
ついての項目を追加登録する場合に行われる操作である。
ステップＳ２６０では登録する検索条件項目の数を入力し、Ｓ２６３にて項目名「画像Ｉ
Ｄ」を入力する。ステップＳ２６４では項目名「画像ＩＤ」の選択項目、例えば「990415
01」、「99040403」「98040203」などを入力する。これら入力操作はまず画面選択メニュ
ー表示されている文字コード表を選択する。「画像ＩＤ」、「99041501」、「99040403」
「98040203」などの文字は画面表示されている文字コード表をテレビリモコンのチャンネ
ルボタンにより作成され、決定ボタンで確定される。　以下入力された検索条件項目数、
選択項目数まで順次同様な操作を行うことにより検索条件項目の設定登録処理が行われる
。
【０１６４】
このように本発明では一般家庭で普及しているテレビリモコン操作により画像蓄積装置７
を起動できるため、画像蓄積装置７専用テレビリモコンは不要となる。また一連の操作が
テレビ表示部の画面上に表示選択メニューとして表示されてい
るため、機械操作が不慣れな人にも簡単に操作できるように配慮されている。
【０１６５】
なお、図３６のＳ２５０とＳ２５７との間に、前記操作で設定した検索条件によって検索
された画像、即ち作成したアルバムに含まれる画像のサムネイルを表示させ、その中の任
意の１画像を該アルバムの代表画像として選定・記憶するステップを追加し、図３４のＳ
２４０で表示させた図３５のアルバム名一覧に、表示されたアルバム名に対応する代表画
像を表示するようにすると、鑑賞したいアルバムをより的確に選択することができ好まし
い。
（２）プリントモード処理
図３３のテレビ表示部２の画面に表示されたメニューでプリントモードを選択したときの
動作について説明する。
【０１６６】
プリントモード処理は、画像蓄積装置７に記憶された画像のうち所望の画像のプリントを
出力するための処理である。図３４の説明中のＳ２０７～Ｓ２１２にプリント出力手順の
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一例を示したが、ここでは、より機能を高めた実施の形態例を示す。システムの構成は、
前述実施の形態例と同じであるので同一符号を引用することで説明を省略する。
【０１６７】
なお、本実施の形態２によるプリントモード処理を行う場合には、Ｓ３０１でモード選択
メニューを表示させると同時に、メニューボタン４５が押された時のモードを前モードと
して記憶しておく。Ｓ３０１で表示された図３３のメニューのプリントモードを選択する
。すると図３２のフローにおいてＳ３０５でプリントモードであるか否かが判断される。
ここではプリントモードが選択されているのでＳ３０７へ進みプリンタの電源をＯＮとし
てＳ３０８のプリントモード処理へ進む。
【０１６８】
（ａ）画像蓄積装置の記憶内容
デジタルカメラで撮影した画像データは全て画像蓄積装置７の記憶部７ｆに転送・記憶さ
れている。前記記憶部７ｆに記憶されている画像データには、撮影時のデータを引き継い
だ、若しくは前記記憶部７ｆに転送・記憶時に指定したフォルダ名又はフォルダ番号、フ
ァイル名又はファイル番号が付されている。画像蓄積装置７に転送・記憶される各画像デ
ータには撮影時に付加されたコメント、例えば撮影日時、撮影時に入力した各種メモも含
まれる。
【０１６９】
デジタルカメラによる撮影時、全画像にプリント出力する画像であることを示すプリント
出力指示信号が付加される。前記プリント出力指示信号はデジタルカメラの操作により消
去することができる。従って、前記画像記憶部７ｆに記憶されている画像データは、前記
プリント出力指示信号付きの画像データと、プリント出力指示信号なしの画像データとが
混在している。
【０１７０】
（ｂ）プリント出力画面の選択
前記所望の画像は、デジタルカメラによる撮影時にプリント出力指示信号が付されること
による他、本プリントモード処理の中でアルバムモード処理の機能を用いて前述した検索
操作を行って選択・表示した画像に対してプリント出力指示信号を追記、削除、変更する
ことによって選択する。さらに、本プリントモード処理では、必要に応じて、プリントに
付すコメントの設定やトリミング指定などのプリント条件の設定も行われる。コメントの
設定、トリミング指定、プリント出力指示信号の追記、削除、変更の詳細については後述
する。
【０１７１】
前記コメントの設定、トリミング指定、プリント出力指示信号に関する処理やプリント条
件の設定は、前述したアルバムモード処理でも行えるようにしても良い。
（ｃ）プリント出力
プリントモード処理の詳細を図４３のフローで説明する。このフローの処理は画像蓄積装
置７の制御部であるＣＰＵ７ｅが行う処理である。
【０１７２】
プリントモード処理が開始されると、画像蓄積装置７は、図４４のプリントメニュー５４
をテレビ表示部２に表示中の画像に重畳して表示させる（Ｓ３１１）。図４４では前モー
ドがアルバムモードでサムネイル表示画面に重畳表示された例を示したが、前モードがテ
レビモードの場合はテレビ放送画面に重畳表示される。
【０１７３】
プリントメニュー５４には、「逐次プリント」、「一括プリント」、「プリント条件設定
」が含まれる。Ｓ３１２では選択されたメニューに応じて処理の流れを分岐制御する。
逐次プリントが選択された場合はＳ３１３に進み、前述のアルバムモードの機能によって
、プリント出力する画像が選択され、その鑑賞画像がテレビ表示部２に表示されると共に
、プリント開始を指示するメニューが重畳表示される（Ｓ３１４）。ここで、必要に応じ
て表示された画像に対してトリミング指定（Ｓ３１５）、コメント入力（Ｓ３１６）、プ
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リント条件設定（Ｓ３１７）が割込処理可能である。各割込処理については後述する。な
お、点線枠内の上記Ｓ３１３～Ｓ３１４は前述したアルバムモード処理の機能である。
【０１７４】
決定ボタン４７の押下によってプリント出力が開始され（Ｓ３１８）、表示中の画像がプ
リント出力されて（Ｓ３１９）、次の画像が選択されて（Ｓ３２０）、Ｓ３１３に戻る。
以下、Ｓ３１３からＳ３２０のステップを繰り返すことによりプリントする画像を逐次表
示させながらプリント出力が行われる。
Ｓ３１２で一括プリントが選択された場合は、Ｓ３２１に進み、アルバムモードの機能に
よってプリント出力したい画像が含まれるフォルダが選択される。前記フォルダの選択は
、フォルダ名で検索／指定されたフォルダ、又は検索された画像を含むフォルダとして選
択される。検索された画像が複数のフォルダにある場合は一時的に自動生成されたプリン
ト出力用フォルダに検索された画像の管理情報が書き込まれる。前記フォルダが生成され
たときは、該フォルダがプリント出力対象フォルダとして選択される。この間、サムネイ
ルの表示、鑑賞画像の表示がアルバムモードの機能によって適宜行われる。また、一括プ
リント開始のメニューが重畳表示され、決定ボタン４７の押下によってＳ３２２に進み一
括プリント出力が開始される。
【０１７５】
一括プリントでは、選択されたフォルダ中の画像で、プリント出力指示信号が付された全
画像が、指定された枚数、順次プリント出力される。
Ｓ３２３では、モード選択のためにテレビリモコン３のメニューボタン４５が押された時
のモード（前モード）に応じて、以降の処理の流れを分岐制御する。前記前モードがテレ
ビモードであった場合はＳ３３１に進み、テレビモード処理を実行する。つまり、通常の
テレビとしての動作を行うと同時に、裏モードでプリント出力を続行する（Ｓ３３２）。
そして、プリント出力の進捗状況（残り出力枚数など）やプリント終了を示す信号をテレ
ビモード処理に割り込み出力する（Ｓ３３３）。そして、Ｓ３１１に戻りテレビモード処
理を継続する。
【０１７６】
前記前モードがアルバムモードであった場合は、Ｓ３２４に進み、現在プリント出力中の
画像を表示する。同時に、プリント出力の進捗状況を重畳表示する（Ｓ３２５）。そして
、全対象画像のプリント出力が完了したら（Ｓ３２６）、一括プリント完了を表示して（
Ｓ３２７）、処理を終了する。
あるいは、Ｓ３２４でプリント出力対象フォルダに含まれるプリント出力指示信号の付さ
れた画像のみをサムネイル表示して、プリント出力が終了した画像のサムネイル表示を終
了することによってＳ３２５の進捗状況表示としても良い。
【０１７７】
Ｓ３１２でプリント条件設定が選択された場合はＳ３４１に進み、図４５のプリント条件
設定メニューが表示中の画像に重畳表示される。適宜のメニューを選択することによって
、プリント画質、用紙の種類、プリント枚数、コメント出力要否、コメント設定などのプ
リント条件を入力・設定してＳ３１１に戻り、再びプリントメニューを表示して他のメニ
ューが選択されるのを待つ。以降の一括プリントは前記設定された条件に従って行う。逐
次プリントの場合もＳ３１７で異なる条件が指定されなければこの条件で行う。Ｓ３１７
のプリント条件設定の割込処理はＳ３４１の処理と同じであるが、ここで設定された各種
条件は次のプリント出力にのみ有効であり、プリント出力完了後に元の設定に戻される。
なお、各項目には最も一般的と思われる条件がデフォルトで設定されている。
【０１７８】
（ｄ）テレビモード処理
Ｓ３３１のテレビモード処理とＳ３０３のテレビモード処理とは同様の処理であり、一括
プリント中にテレビ放送の視聴を可能とするためのものである。この処理はテレビ本体１
のＣＰＵ１ｈが行う。以下、テレビモード処理を図４６のフローにより説明する。
【０１７９】
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テレビモード処理が開始されると、テレビ受像機本体１はＳ３５１で通常のテレビ放送受
信動作を行い、Ｓ３５３で図４３のＳ３３３の、画像蓄積装置７のＣＰＵ７ｅからのプリ
ント進捗状況、プリント終了の割込信号Ｓ３５２があったかどうかを判断する。そして、
前記割込信号Ｓ３５２が無ければＳ３５５に進む。前記割込信号Ｓ３５２があった場合は
Ｓ３５４で、前記画像蓄積装置７のＣＰＵ７ｅから受けたプリント進捗状況やプリント終
了の表示をテレビ表示部２に所定時間だけ重畳表示させてＳ３５５に進む。そして、Ｓ３
５５ではテレビ受像機本体１の電源ＯＦＦを検出する処理を行い、電源ＯＦＦが検出され
なければＳ３５１に戻りテレビ放送受信動作を継続する。
【０１８０】
Ｓ３５５でテレビ本体の電源ＯＦＦが検出された場合は、Ｓ３５６に進み裏モードで一括
プリント処理中であるか否かを判断する。前記処理中でなければＳ３６０に進み、テレビ
受像機本体１、画像蓄積装置７、プリンタ９の電源をＯＦＦして処理を終了する。前記処
理中である場合はＳ３５７に進み、テレビ受像機本体１のテレビ受像回路への給電とテレ
ビ表示部２の電源をＯＦＦとする。画像蓄積装置７、プリンタ９の電源はそのままなので
、Ｓ３５８でプリント出力の終了を検出するまで一括プリント出力が継続され、プリント
出力の進捗状況や終了の信号がテレビ受像機本体１に割込出力される。そして、Ｓ３５８
でプリント出力の終了を検出したらＳ３５９で画像蓄積装置７、プリンタ９の電源をＯＦ
Ｆし、テレビ受像機本体１の残り部分の電源をＯＦＦして処理を終了する。
【０１８１】
なお、Ｓ３５６以降の処理は主に画像蓄積装置のＣＰＵで処理し、必要な信号を必要に応
じてテレビ受像機本体、プリンタに出力して上記と同じ動作を果たすようにしても良い。
Ｓ３５７のテレビ受像機本体１のテレビ受像回路の電源ＯＦＦに際し、テレビ本体１はＳ
３５８以下の処理が続行されたことを記録する。そして、次回テレビ受像機本体１の電源
がＯＮされた時に、プリンタにプリントがある旨の表示を行う。その際、プリンタ９が作
動中か、停止しているか（電源ＯＦＦを含む）を確認し、作動中であればプリントの進捗
状況を表示し、停止中であればプリント完了を表示することが好ましい。
【０１８２】
なお、プリンタは作動中、テレビ放送の視聴に支障をきたす電気ノイズや騒音を発生する
ことがある。そこで、テレビモード処理を該モードに入った時点で未プリント出力分のプ
リント出力を中断しテレビ放送受信動作のみを行うようにして、支障無くテレビ放送を視
聴できるようにし、テレビ受像機本体１の電源がＯＦＦされたら又はテレビモード以外の
モードとされたら前記テレビモード処理を再開するようにすることができる。
【０１８３】
（ｅ）プリント出力指示信号に関する処理
プリント出力する画像の選択・指定はデジタルカメラ側で行うほか、アルバムモードでも
行うことができる。即ち、図３２のアルバムモードでの画像選択（Ｓ３１３）、アルバム
モードでのフォルダの選択（Ｓ３２１）にプリント出力画像の選択機能が含まれている。
【０１８４】
例えば、画像鑑賞のために画像選択機能で指定した、目的とする画像データ範囲、例えば
特定のフォルダ中の画像や撮影日時が指定した日時範囲の画像のサムネイルを表示する（
図３６）と、既にデジタルカメラでプリント出力指示信号を付された画像３１にはプリン
ト選択マークＰ１（３２）が画像の右側方に同時に表示される。プリント出力指示信号が
付されていない画像３３にはプリント選択マークの表示がない。
【０１８５】
既に述べた如く、撮影時に自動的にプリント出力指示信号が付されるので、デジタルカメ
ラを操作してプリント出力指示信号を削除しない限りデジタルカメラから読み込まれた画
像にはプリント出力指示信号が付されている。これにより、プリントモードでプリント出
力するときの操作手順が減り、簡素化される。
サムネイル表示中の任意の１画像を前記画像選択機能で選択して表示させた鑑賞画像にも
前記プリント選択マークＰ１が同時に表示される。前記プリント選択マークのＰに続く数
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字はプリント出力する枚数を示す数字であり、デジタルカメラで付加されるプリント出力
指示信号Ｐ１はプリント出力１枚を意味する。
【０１８６】
そして、画像蓄積装置７は、サムネイル表示で選択した画像及び鑑賞画像に対してテレビ
リモコン３（図３１）の操作によって前記プリント出力指示信号を付加、変更、消去する
ことができる。具体的操作方法は、対象とする画像を選択／表示して、テレビリモコン３
の音量ボタン４２の＋ボタン４２Ａ、－ボタン４２ＢでＰに続く数字を増減させる。図３
１の画像３４には前記の操作により変更したプリント出力２枚を意味するプリント選択マ
ークＰ２（３５）が表示されている。Ｐ０でプリント出力信号が消去されプリント選択マ
ークの表示が消える。プリント選択マーク無表示（即ちＰ０）の時、＋ボタン４２Ａを押
下するとＰ１が表示される。
（ｆ）トリミング
アルバムモードで表示中の鑑賞画像に対して、ズーミング機能を利用してトリミング指定
をすることができる。ズーミング機能は鑑賞画像表示中にチャンネルボタン４３が押下さ
れることで起動され、＋のチャンネルボタン４３Ａの押下によってズームアップされ、－
のチャンネルボタン４３Ｂの押下によってズームダウンされる。そして、ズーミングして
表示中の画像範囲がプリント出力範囲となる。ズーミング画像を表示して決定ボタン４７
を押下するとトリミング範囲及び倍率がその画像の画像データに追加記録される。
【０１８７】
この情報が付された画像を表示すると画像の右側にトリミング条件が記憶されていること
を示すマークＴ（３６）が表示される。そして、選択ボタン４６で表示画像を順次表示さ
せる際、元の画像に対して、その画像データに追加記録された前記トリミング条件によっ
てトリミング処理を行って作成したトリミング画像を元の画像の後に表示する。従って、
後日でも同一のトリミング画像のプリントを作成することができる。なお、前記トリミン
グ画像の作成処理は元の画像を表示すると同時に開始し、トリミング画像の表示に要する
見かけ時間を短縮する。
【０１８８】
画像蓄積装置７の記憶部７ｆに追加記憶するデータはトリミング条件のみなので、トリミ
ングされた画像を記憶する場合に比べ、追加記憶するデータ容量が小さくて済む。
（ｇ）コメント出力
Ｓ３４１のプリント条件設定でのコメントＡ、Ｂを設定しコメント出力要を選択すると、
その画像データに付加されたコメントが図４７に示すように画像の範囲外にプリントされ
る。この場合、アルバムモードで表示した鑑賞画像６０の画像表示領域６１の下方に設け
られたコメント表示部６２に鑑賞画像に付されたコメントが表示される。前記コメントと
しては、撮影日時など撮影時に付加されたコメントＡ（６３）の他、アルバムモードにお
いてテレビリモコン３を用いて追加したコメントＢ（６４）がある。前記コメントＡ、Ｂ
は修正することができる。
【０１８９】
即ち、撮影時に付されたコメントＡがあれば鑑賞画像の前記コメント表示部６２に表示さ
れる。そして、コメントＢの表示位置にカーソルが表示され、この位置にテレビリモコン
３で追加コメントＢを入力することができる。表示中のコメントの任意の位置にカーソル
を移動して入力すれば表示中のコメントは上書き修正される。
【０１９０】
テレビリモコン３によるコメントの入力は、携帯電話、ＰＨＳによる文字入力と同様の方
法とすることができ、例えば、あ、か、さ、た、な、…わの各行にチャンネルボタンの数
字１、２、３、４、５…０を対応させ、これらの数字を押す回数をあ、い、う、え、おの
各段に対応させる。そして各文字毎に決定ボタンで確定し、決定ボタン４７を２回連続し
て押すことでコメント入力を終了する。例えば、カメラは、２、決定、７７７７、決定、
９、決定、決定とテレビリモコン３のチャンネルボタン４８、決定ボタン４７を操作する
ことで入力される。更に、適宜仮名－漢字変換機能を持たせても良い。
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【０１９１】
なお、Ｓ３４１のプリント条件設定で設定したコメントＢは、設定後にプリント出力する
全てのプリントに付されるので、同一のコメント付す場合に便利である。一方、逐次プリ
ントのプリント条件入力（Ｓ３１７）で設定したコメントＢはその画像に対してのみ有効
であるので、各画像に異なるコメントを付す場合に用いると良い。
【０１９２】
なお、鑑賞画像表示中にテレビリモコン３の数字ボタン４８による上記コメント入力操作
をすることによって、プリント条件設定処理（Ｓ３１７）中のコメント入力機能（Ｓ３１
６）を起動させることができる。
（実施の形態３）
図４８は実施の形態３の外観斜視図であり、画像蓄積装置４の構成は図１の実施の形態１
と同じである。一方、デジタルカメラ８は図２９の実施の形態２と同じになっている。
【０１９３】
図４８の実施の形態３の特徴は複合充電器１２にある。複合充電器１２と画像蓄積装置４
を接続するケープル１２ｂは、IEEE1394規格によるもので、図１のケーブル５ｂと同じも
のである。一方、複合充電器１２とデジタルカメラ８を接続するケーブル１２ｃは図２９
のケーブル８ａと同様、給電路と信号伝達路が一本にまとめられた専用ケープルになって
いる。また、商用電源が供給されるケープル１２ａは図１のケーブル５ａと同じものであ
る。その他の構成は、図１の実施の形態１と同様なので説明を省略する。
【０１９４】
図４９は、実施の形態３のシステム構成図であり、複合充電器１２において、接続ターミ
ナル８ｃにはケーブル１２ｃが接続されるが、このケーブル１２ｃは充電路１２ｄとIEEE
1394に準拠した信号伝達路１２ｅが一本のケーブルとしてまとめられた専用規格のもので
ある。これと対応して複合充電器１２は、IEEE1394に準拠した信号端子と充電端子が一つ
にまとめられた専用規格の接続ターミナル１２ｆをもつ。接続ターミナル１２ｆの充電端
子はＡＣアダプタ１２ｇに接続されると共に、信号端子はIEEE1394端子１２ｈに接続され
ている。IEEE1394端子１２ｈには、IEEE1394規格によるケーブル１２ｂが接続される。ま
た、ＡＣアダプタ１２ｇにはケーブル１２ａを介して商用電源が供給される。
【０１９５】
実施の形態３においては、複合充電器１２がデジタルカメラ８専用の付属品となり、ＡＣ
アダプタ１２ｇはデジタルカメラ８に合った専用の出力電圧を供給する。デジタルカメラ
８が異なれば、これに対応する異なった電圧の複合充電器１２を供給することによって、
画像蓄積装置４は汎用品となる。また、複合充電器１２は、通常の充電器に対し、画像蓄
積装置４に接続するためのIEEE1394端子を付加すると共に、デジタルカメラ８との接続端
子として充電端子と信号端子を複合した接続ターミナルを設け、これらの間の配線するだ
けで構成できるので、格別のコストアップを要しない。
（実施の形態４）
図５０は実施の形態４の外観斜視図である。この実施の形態では、図１の実施の形態１に
おける各機能がひとつのテレビ受像機としてまとめられている。図１との関係で詳細に説
明すると、まず実施の形態１ではテレビ受像機本体１とテレビ表示部２が別体であったが
、図５０の実施の形態４は通常のテレビ受像機として構成されている。すなわち、箱体１
３には、テレビ表示部１４とともにチューナーなどからなるテレビ受像機本体が収められ
ている。箱体１３にはさらに図１の実施の形態１における画像蓄積装置４に対応する機能
も組み込まれている。
【０１９６】
実施の形態４では、実施の形態１におけるテレビ受像機本体１と画像蓄積装置４に対応す
る機能が一つのテレビ受像機としてまとめられているので、画像蓄積装置４のためのハー
ドディスクなどからなる大容量の記憶部４ｆには、画像データの記憶だけでなく、テレビ
受像機本体１の制御のためのプログラムを記憶させることも可能である。
【０１９７】
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１５はデジタルカメラ収納スペースであり、扉１６を閉じることで、収納されたデジタル
カメラを密閉し、防塵を図る。収納スペース１５は、テレビ受像機の熱や電磁波からの影
響が少ない位置に配されると共に、収納スペース壁も必要に応じ耐熱および耐電磁波構造
とされる。
図５０におけるステーション１７は、図１のステーション５に対応するもので、デジタル
カメラ１８専用のものであり、デジタルカメラに合わせて交換できる。ステーション１７
は規格化された給電コネクタおよび信号コネクタを持ち、収納スペース１５の底部に装着
することでこれらのコネクタがテレビ受像機本体の対応するコネクタと接続される。収納
スペース１５は各種のカメラおよびステーションに対応するため充分の広さを持っており
、ステーションとの間のコネクタとその配置だけが規格化されている。
【０１９８】
実施の形態４における使用状況を説明すると、所望のステーション１７が収納スペース１
５に装着されている状態が待機状態であり、デジタルカメラ１８は例えば戸外などにおい
て使用される。帰宅後、扉１６を空けて常の収納場所である収納スペース１５のステーシ
ョン１７の上にデジタルカメラ１８を載せて収納し、扉１６を閉じれば基本操作は終了で
ある。このような使用環境では、まず、デジタルカメラの収納場所が一定のところに定ま
るので、紛失のおそれがない。また、収納中において、自動的に充電および画像データの
吸い上げが行われ、メモリが空になる。したがって、次回の使用時には、デジタルカメラ
を探し回ることもなく、また、電源および撮影可能メモリ容量の心配をする必要もない。
さらに、過去に撮影した画像は全て間違いなくテレビ受像機中の画像蓄積装置に蓄積され
ているので、フィルムカメラの場合におけるネガやプリントの散逸といった事態も生じな
い。テレビ表示部１４で確認しながら画像蓄積装置の中をサーチすることによって、所望
の画像は必ず発見できる。なお、画像蓄積装置は電子ファイルであるから、適宜の効率良
いサーチ手法の実施が可能である。
【０１９９】
図５０の実施の形態４では、さらにプリンタ機能と通信機能がテレビ受像機の箱体１３内
に組み込まれている。１９は通信機能のための商用電話線へのモジュラージャックであり
、テレビ受像機内の通信機能に対応していると共に電話機１１にも通じている。２０はプ
リンタのプリント排紙口であり、２１はプリント用紙供給部の蓋である。以上のようなテ
レビ受像機の全機能に対して、ケーブル２２から商用電源が供給される。
【０２００】
図５０の実施の形態４の機能の詳細や使用操作の詳細は、これまで説明した各実施の形態
と基本的に同じであり、テレビリモコンにより操作可能である。
なお、実施の形態４では、図５０からは見えない位置に、実施の形態１におけるカードス
ロット４ｓに対応するカードスロットが設けられており、デジタルカメラ１８の収納によ
るほか、このカードスロットに挿入されたカードメモリからデジタル静止画像データを入
力することも可能である。
（実施の形態５）
本発明の他の実施の形態５について説明する。
【０２０１】
これまでのいずれの実施の形態も画像蓄積装置とプリンタとは別体となった構成であるが
、本実施の形態５では画像蓄積装置とプリンタと一体的に構成した例である。他の構成に
ついてはこれまでの実施の形態のいずれかと同じである。
図５１（ａ）に示したように、プリンタ９は画像蓄積装置７から独立したユニットで構成
されており、画像蓄積装置７の上面に載置される。画像蓄積装置７の上面にはプリンタ９
を所定の位置に安定して載置するためにプリンタ９の下面の突起部９Ａを収納する窪み７
Ａなどの位置決め手段が設けられている。さらに画像蓄積装置７の上面とプリンタ９の下
面には、画像蓄積装置７とプリンタ９との間で画像データや制御信号を授受するコネクタ
接点やフォトカップラなどの信号伝達手段７Ｂ、９Ｂが設けられている。従って図５１（
ｂ）に示したように、プリンタ９を画像蓄積装置７の所定の位置に載置するだけでプリン
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ト出力可能な状態になる。
【０２０２】
プリンタ９と画像蓄積装置７とが一体的に設置されるので設置スペースが小さくて済む。
また、分離することもできるので、一方が故障した場合にはそちらだけを修理・交換可能
であるというメリットがある。
【０２０３】
【発明の効果】
本発明によれば、デジタルカメラにて撮影した静止画像を家庭用のテレビ受像機を用いて
、銀塩写真アルバムを鑑賞すると同様の容易さで検索し、鑑賞、プリントすることができ
ると共に、テレビ放送の視聴も最大限可能とされる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１のシステム外観斜視図。
【図２】実施の形態１のシステム構成図。
【図３】画像蓄積装置の構成ブロック図。
【図４】ステーションの構成ブロック図。
【図５】デジタルカメラの構成ブロック図。
【図６】画像蓄積装置の動作を説明する第１のフローチャート。
【図７】画像蓄積装置の動作を説明する第２のフローチャート。
【図８】信号受信制御動作を説明する第１のフローチャート。
【図９】信号受信制御動作を説明する第２のフローチャート。
【図１０】信号受信制御動作を説明する第３のフローチャート。
【図１１】画像蓄積装置内の記憶部に作成されたフォルダの一例。
【図１２】接続解除割り込み処理動作を説明するフローチャート。
【図１３】図７とは別の信号受信制御動作を説明する第１のフローチャート。
【図１４】図７とは別の信号受信制御動作を説明する第２のフローチャート。
【図１５】図７とは別の信号受信制御動作を説明する第３のフローチャート。
【図１６】実施の形態１で用いたテレビリモコン。
【図１７】テレビ受像機本体の基本動作フローチャート。
【図１８】実施の形態１のアルバムモードの基本フローチャート。
【図１９】実施の形態１のデータ取り込み割り込みフローチャート。
【図２０】実施の形態１のアルバムモード動作フローチャート。
【図２１】実施の形態１の画面送り動作フローチャート。
【図２２】実施の形態１の階層変更操作を説明するテレビ表示部の画面表示例。
【図２３】実施の形態１の階層変更フローチャート。
【図２４】実施の形態１の階層変更操作における選択フローチャート。
【図２５】実施の形態１のマイ・アルバムモード動作を説明するフローチャート。
【図２６】実施の形態１の検索動作を説明するフローチャート。
【図２７】実施の形態１のプリント処理動作を説明するフローチャート。
【図２８】実施の形態１のアルバムモード終了フローチャート。
【図２９】実施の形態２のシステム外観斜視図。
【図３０】実施の形態２のシステム構成図。
【図３１】実施の形態２で用いたテレビリモコン。
【図３２】実施の形態２のモード選択割り込み動作を説明するフローチャート。
【図３３】実施の形態２のテレビ表示部の画面表示メニュー例。
【図３４】実施の形態２のアルバムモード処理動作を説明するフローチャート。
【図３５】実施の形態２のテレビ表示部に表示された全フォルダ情報一覧表の一例。
【図３６】実施の形態２のテレビ表示部に表示されたサムネイル画像の一例。
【図３７】実施の形態２のアルバムモード処理時における検索条件設定処理動作を説明す
るフローチャート。
【図３８】実施の形態２のテレビ表示部に表示された検索条件設定メニューの一例。
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【図３９】実施の形態２のアルバム名検索処理作を説明するフローチャート。
【図４０】実施の形態２のテレビ表示部に表示されたアルバム名リストの一例。
【図４１】実施の形態２の検索条件保存・登録処理の動作フローチャート。
【図４２】実施の形態２の検索条件選択項目の登録処理の動作フローチャート。
【図４３】実施の形態２のプリントモード処理の動作フローチャート。
【図４４】実施の形態２のテレビ表示部に表示されたプリントモード処理メニュー。
【図４５】実施の形態２のテレビ表示部に表示されたプリント条件メニュー。
【図４６】実施の形態２のテレビモード処理の動作フローチャート。
【図４７】実施の形態２のプリント出力された表示例。
【図４８】実施の形態３のシステム外観斜視図。
【図４９】実施の形態３のシステム構成図。
【図５０】実施の形態４のシステム外観斜視図。
【図５１】実施の形態５のプリンタ構成図。
【符号の説明】
１　　　　　テレビ受像機本体
２　　　　　テレビ表示部
３　　　　　テレビリモコン
４、７　 　 画像蓄積装置
４ａ、７ａ　テレビ受像機と画像蓄積装置とを接続する信号ケーブル
４ｂ、７ｂ　テレビ受像機と画像蓄積装置とを接続する信号ケーブル
４ｅ、７ｅ　制御部
４ｆ、７ｆ　記憶部
４ｇ、７ｇ　ＮＴＳＣ変換回路
５、１２　　ステーション
６、８ 　　 デジタルカメラ
９　　　　　プリンタ
１０　　　　電話通信用モデム
１１　　　　電話機
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